






















































































































































































































































(5)左岸側護岸の復旧

ボーリング調査結果で、石張工の基礎部において、 N=23の良好な地盤が確認されており、基盤を通

るすべり破壊は考えられないため、現形復旧の石張（法勾配1: 1. 5)構造とし、安全性向上のため、

上堤との取合部では、石張と張芝の2段構造とした。

中池
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中池・下池間堤体破壊状況

下池堤体破壊状況

左岸断面図

上池東側堤体道路部位損壊状況

中池・下池間堤体破壊状況
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西宮市のニテコ池・配水池の復旧工法

I越水浄水場第 1配水池I

1. 第1配水池（容量7,000mりの被災状況

底版及び側壁の中央部を横断して、最大幅20mmのクラックが発生し、調査結果ではクラックが謳

体を貫通しており、応急的に Vカット（幅20cm・ 深さ10cm) し、エポキシコーキングで仮復旧した

後も、 1,100mゾ日～1,600mヅ日 (16~22%）の漏水が生じている。

周囲の状況調査でもクラック延長線上の石積擁壁崩壊や、地盤の段差発生などから、配水池真下に

断層があると考えている。

2.配水池の復旧

基礎地盤のボーリング調査では、基礎低面下側 2~3 mに、地震によって土質状況が変化して、ゆ

るくなった砂・シルト状の層が存在しており、 N値も 3以下と基礎地盤として適していないのと、復

旧工事で長期にわたって配水停止が困難なことから、移転復旧を採用することとし、他の配水池と水

位高を合わせ相互運用を図るため、適当な標高とスペースが必要となり現在不使用の普通沈殿池の敷

地に決定した。

①復旧の概要

RC 幅37.20mX長さ44.05mX有効水深5.0m

V = 7.000m3 

掘削 9, 130m3 

埋戻 7,830m3 

Conガラ及び残土処分 2,800m3 

Con打設 3,521 

鉄筋 542 t 

場内配管 DILPSII形が100-<JJ600mm Q =1,765m 

ポンプ設備復旧

送水ポンプ

配水ポンプ

緊急遮断弁

電気計装設備復旧

</>125 X 2.0mゾ分X70mX45KW=2台

釦125X 3.4mゾ分X40mX37KW=2台

4>600mm 1台

ポンプ操作盤 6面

緊急遮断弁盤 1面

無停電電源盤 1面

計装機器盤 5面
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池内損傷状況
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池内断裂損傷状況

池内断裂損傷状況 池外断裂損傷状況（浄水漏水）
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西宮市のニテコ池・配水池の復旧工法

駄謙暑饉縣 平成8年II月18日現在
給水車 携行容器

場所 稲 類 数 堡

越水浄水場 給水タンク車 (3’~ン） 神戸88 そ 40-01 ］台

鯨池浄水場 紛水タンク車 (3'ン） 神戸88 そ 40-00 1台

印子llil配水所 給水タンク車 (2'ン） 神戸88 ひ 30-52 1台

丸山浄水場 給水タンク車 (2し） 神戸88 は 86-74 1台

小計 4台

丸山浄水場 I絵水車用アルミタンク (2',) I I台

丸山浄水場 1 給水車用アルミタンク (J卜9 1 1台

越水浄水場 1 給水車mステンレスタンク (2’ン） 「紛水車に積栽」 I I台

,r 
忌
＂ヽ~ ＇ 

台3
 

・
9
 

ポリタンク

越水浄水場 ポリタンク (Iトン） （描品番号 631) 1個

北山浄水場 ポリタンク (2'ン） 3個

北山浄水場 ボリタンク (l 2ら） 8個

北山浄水場 ポリタンク (1'ン） I 8個

小計 30個

丸山浄水場 ポリタンク (I.2り 2個

嗚尾浄水場 ポリタンク (0 6'ン） 2個

嗚尾浄水場 ポリタンク (0.5>ン） J 3個

嗚尾浄水•場 ポリタンク (0 3トン） 3個

小！t I 8個

甲子固配水所 ボリタンク (I.2トン〉 8個

合計 58個

場 所 種 類 個 数

（維本持課局） 携行容器（（西西宮宮市市 ］ I 8Ol1,1正）） 
45個
34個

小計 79個

鳴尾営業所 携行容器（（西西宮宮市市 1!8OW ,il) I 7 個個
24 

小計 41個

甲子園配水所 携行容器（（西西宮宮市市 1 I O8tli;（) ） 70個
149個

小計 219個

武痙川浄水場
携行容器((（3!0B‘W位）） 3 7 80 個個

I OlX 13/l個

小計 512個

越水浄水場 揖行容器 (40W 18個

北六ポ甲ン台プ中場継
携行容器 (IBl~) 中古品 170個

束山台中維椿
撰行容器（出光灯油 18祁））））新新新品「県より寄寄寄付付付付JJ J ．l 26 I個g 

(J （水OMO 1 8!~ 品品 「県より IO 0 
用 18祁 「県より 25 
(MOBIL IOは新品「県より寄 259個

小計 8 I 5個

99 9 9 とJ • 999 99（ 0 0 9はh市な市’’9 ) ） 9 ） 

18個
携行容器 30 

1 , 0 5 88 個個し） 合計 18 
西宮 (132個
I 0 600 
西宮 (207個

合計 1, 684個

甲子園配水所 三角撰行袋 (IOl;（） I, 375枚

本局 三角挟行袋 (Iow 200枚

合計 1, 575枚

本局 携行袋 (10は） 42,000枚

本局 携行袋 (5,/.) 12,000枚

災害用備蓄品台嗅

購入年月日：平成8年 4月 震災復輿対策室

締絹揺饉輯
平成8年11月18日現在

紛 水タンク

:; | l l :;  | ;：個 IJ 1•ン~：：個 1 6 1 t個

撰行容器 I携 -
T
 

袋

1, 6 8 4個 I 57, 150枚

闘質材

種 類 歎 蚤

配水特布設材I建設改良工平・材料支給につき
絵水管布設材 建設改良工事・材料支紛につき

1式

1式

品 名 形 状 数 li!: 単位

6 人用ドームテント ミJI231 A -566 i Hf-xグレー 2 張

キャンプマット ミti23EA -410 ， 枚
哀袋 (3シーズン1ll封筒型） ミ;123./M -220 もグレィ，シょ1,；ー ， 枚
キャンピングセット (I7,".) ミti19CS -5110 2 組

（内訳） コッヘル (I点）

ガスコン。 (1点）

ランタン (I点），

キュービージャグ (I点）

お皿セット (I点）

マナ板セット (I点）

＇ 
パッグ（各 1) (1点）

スプーンセット (5点）

食器セット (5点）

l 

計 17点

カートリッジ I 2 個

l 

似設給水！令 11 J,し
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10.芦屋市の水道施設の復18と対策

芦屋市水道部次長

青木昭

あの阪神・淡路大震災から早や 2年が経ちました。忘れもしない 2年前の 1月17日未だ夜も明けきらな

い暗闇の午前5時46分に瀬戸内海の淡路島を震源地とした都市直下型のマグニチュード7.2の大地震が

起こり、阪神・淡路地域を中心に明石市から東は大阪市にかけての広い範囲に被害が及びました。まだ 1

年前の事のようにあの未だかつて経験をしたことないすざまじい揺れと轟音が目の前に浮かんできます。

芦屋市は、全市域で壊滅的な大きな被害が発生し、死者440人、負傷者3,700人余、建物の全壊4,722棟

（全体の30.6%）、半壊4,062棟（全体の26.3%）、一部損壊4,786棟（全体の31.1%）と市内全体の88%

の建物に大きな被害が起こりました。

芦屋市の水道施設も最上流の取水口から、貯水池、導水管、浄水場、送・配水管から給水管まで甚大

な被害を受け、 1月17日の午前9時頃には未だかつてなかった全市断水という非常事態になりました。

17日当日の午後からやっと少ない職貝で一部の病院・避難所に応急給水を開始し、 2日目からは全国

の自治体、自衛隊、民間団体の117団体、延車輌3,600台、延人数10,400余人の応援を頂き 3月の上旬ま

で53日間にわたり応急給水を受けました。

その間に応急復旧は、市全域が断水状態の中で被災直後の被害調査ができずに遅れたことと、復旧班

が市内工事業者、民間業者の班しか編成することができず復旧の開始にも手間どり、本格復旧計画の目

度も立たない中で、 1月19日の 1自治体を先頭に、全国各地からの応援要望が殺到しました。

全国の自治体、民間団体の応援をえて、やっと 1月23日に本格復旧計画がたち、全国48自治体、民間

4団体延べ5,745人の応援を得て、震災 2週間の 1月31日には復旧率を30％とし、 3週間後の 2月7日に

は60％復旧し、 6週間後の 2月27日には復旧できない一部を除き全市域を復旧することができました。

1.施設の被害と復旧

水道施設は、最上流の取水口から貯水池、導水路、浄水場、ポンプ池、配水池、送配水管と末端の給

水装置まで全てに被害が発生し被害額は14億円余にのぼりました。

応急復旧は 1月18日からテレコントロール、配水池、送・配水管、給水管の修理を開始し 6週間後の

2月27日に完了（通水率96%)しました。残る 4% (L=7.3km)の配水管は家屋や電柱等の倒壊のため

通水することができず、その後完全通水できたのは平成7年7月までかかりました。

給水管（<jJ50m/m以下）は仮管で復旧通水したものが多く、この本復旧は家屋の壊体撤去が長く続い

たため平成8年の夏頃までかかりました。

2年経った現在でも市内の配水管、給水管の漏水が平常時の年よりも多くまだ影響が続いている状態

です。

芦屋市の災害復旧は、表10-1のとおりで平成 9年1月には全て完了しました。
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表10-1 阪神・淡路大震災による上水道施設被害と復旧（その 1)

番号 系統 施設区分 場 所 被 牢＇コ 状 況 工 事 内 容 復旧状況 施工年度 備 考

仮復旧 本復旧 7 8 9磯

I 奥池町22先（本谷） 構造物のクラックによる猫水 止水モルタルによる破損部の補修

゜゜奥池 〔取〕 取水口

2 奥池町18先（椿谷） “ 99 

゜゜貯水池水位変助による堤体測呈調査 取水口崩落岩除

リップラップ崩落箇所のポーリング調査 去岩使用

3 " 〔貯〕 貯水池 奥山貯水池（奥池） リップラップ崩壊 (700n/)．取水塔の傾斜及び関連施設破損 リップラップ崩落箇所のリップラップ材料の上乗せによる復旧

゜゜゚仮排水路トンネル1l'J塞復1日・取水塔撤去及び連絡管復1日
余水吐福水復旧・奥池僑橋台復I日

法面崩壊による導水管路(¢1200)の露出 H杭 (L=IOm)打込工法及び土のう積による管路保護復1日

゜ ゜
法面復1日（建設

4 99 〔導〕 導水路 奥池町22～貯水池 崩壊部（道路法面）及び施設の復旧

゜ ゜
省施工）

導水路構造物（管路共）のクラック，人孔の破捐 管路調査，止水モルタルによる破捐部の復1日

゜゜5 旧関電取水施設の整備による仮取水施設（土エ・配管工事）

゜
。

|128ー

6 99 （水門設備工事）

゜ ゜7 99 （計装設備工事）

゜ ゜奥山 （取J 取水口 奥山 1番地先 岩石崩落 (3000ボ）による取水施設の全壊

8 応急取水ポンプ設磁

゜ ゜， 沈砂池，暗渠クラック復旧

゜゜10 岩石除去，取水施設復1日（計装設備について仮取水施設再利用）

゜゜゚
岩石除去（建設省崖エ）

II 99 〔導〕 導水路 99 導水管 (¢,500)の管理用通路L=700mの区間に落石 導水管及び管理通路点検、落石撤去復1日

゜゜12 99 〔浄〕 調整池 前処理施設 側壁・床面のクラックによる漏水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入復旧

゜ ゜13 99 〔浄〕 着水井 奥山浄水場 側壁のクラックによる涸水 99 

゜゜14 " 〔浄〕 沈殿池
99 側壁・床面のクラックによる涸水 ” 

゜゜99 (2池仮復1日）

゜ ゜15 99 〔浄〕 ろ過池 99 緩速ろ過池(17mX27.4炉465.8n/X4池）側壁・床面のクラックに

よる福水 ろ過池底版部ポーリング調査

ろ過水管・排水管の破捐による涸水 底版部配筋補強・側壁部エボキシ樹脂注入・全面ライニング防水復1日

゜゜゚ろ過水管・排水管復旧

16 99 〔浄〕 集合井 99 側壁のクラックによる淵水 クラック及び破損部にエポキシ柑脂注入復l日

゜゜17 99 〔浄〕 場内配管 99 ¢1001員傷（石綿管） DIP管入替復旧

゜゜［取〕＝水施設（導〕＝導水施設（浄〕＝浄水施設〔配） ＝配水施設 〔送〕＝送水施設〔給〕＝給水施設 〔貯〕＝貯水施設



表10-1 阪神・淡路大震災による上水道施設被害と復旧（その 2)

ー1291

番号 系統 施設区分 場 所 被 牢Eコ 状 況 工 事 内 容 復旧状況 施工年度 備 考

仮復旧 本復 l日 7 8 9磯

18 99 〔浄〕 管理1東 99 柱，壁等のクラック クラック修理及び内装修復

゜゜
19 ” （浄l 土地 " 県道側石積みH-7.0mのクラック発生 石積み等破損部の補強及び復1日

゜゜
20 99 （浄） テV3ント0-i " 各施設間の計装架線の破断 高区～第一中区計装架線の取替

゜゜¢ !50mmD IP仮配管．仮弁室設笠

゜ ゜¢75mmV P仮配管

゜ ゜ポンプ池クラック温水，流出入管及び定水位弁室破損

21 99 〔送〕 ポンプ井 朝日ヶ丘ポンプ場 ¢ 150m,D I P配管，弁室復l日

゜゜石積のクラック及び沈下，法枠陥没

ポンプ池のクラック及び破損部にエポキシ樹脂注入復旧

゜゜石積，法枠等の補強及び復IEl

゜゜
22 阪水 （配） 配水i也 第一中区配水池 側壁・床面のクラックによる猫水 クラック及び破損部にエポキシ樹脂注入補修

゜゜23-1 ” （配） 配水池 第二中区記水池 擁壁及びU字溝陥没 擁壁補強， U字溝陥没復旧

゜゜23-2 99 〔配〕 配水池 低区配水池 配水池周辺土間及びU字溝陥没 土問及びU字溝陥没復1日

゜゜
24 六麓 〔貯〕 貯水池 六麓荘n9水場 側壁・床面のクラックによる連絡管破損 クラック及び破振部にエポキシ樹脂注入 連絡管補修

゜゜
25 99 （浄） ろ過池 99 側壁・床面のクラックによる湿水 99 

゜゜
26 99 〔配〕 調整池 落合調整池 側壁のクラックによる凋水

99 

゜゜破損部補修，布設替，仕切弁・空気弁修理及雌設置¢75~¢450•362個所 （配）

゜゜゜奥池

27-1 奥山 〔送） （配〕〔給〕 応急共同仮設栓設置JOO個所 （給〕

゜ ゜六随 送・配・給水管 市内全域 杞水管．仕切弁等の破捐による潟水

阪水 給水装囮・道路部382件・宅地内2846件 〔給〕

゜゜゜涌水調査（音聴調査等） 〔配〕

゜芦屋川．宮川水管橋損傷によるill水 ¢150-¢450L=IOOmS Il復旧 〔配〕

゜
0 0 

奥池

27-2 奥山 〔送〕〔紀〕〔給） ¢ 75-¢300破損による涸水 ¢7を-¢300L=3600mSIl復1日 〔配〕

゜
0 0 

六臆 送・配・給水管 市内全域

阪水 ¢250-¢500破損による凋水 ¢250-¢,500L= 900mS Il復旧 〔送〕

゜
0 0 

本管復1日による仮管撤去 (DIPl (PEP) ¢20-1500 IP PEP L=2900m （給〕（配）

゜
0 0 

28 潮見 材料倉庫 潮見町 建物の液状化による建物傾き、屋根クラック．門扉．側構等破恨 鉄骨枠補強及び壁面復旧．床Vぺi調整．屋根全面茸替．内外面塗装．

゜
0 0 

門罪側溝等復旧

29 奥山 〔取〕管理用道路 奥山 切土法面崩壊 崩壊法面岩撤去及び落石防護網復旧

゜
0 0 

〔取） ＝水施設〔導〕＝導水施設〔浄〕＝浄水施設（紀） ＝配水施設 （送） ＝送水施設〔給〕＝給水施設 〔貯） ＝貯水施設
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（上）芦屋川取水口が崖崩れの土石によ

り埋没全壊

取水口斜面が幅20m高さ50mにわ

たり崩壊 （土石4、OOOmり し，堰堤 （幅

8 m高さ18m)，取水口 （幅1m高さ

1.5m)，導水路（断面1.0mX0.8m~l.

2m延長19m)が埋没全壊した。

（下）完全復旧した芦屋川取水口

崩壊した土砂 (4,000mり を除去後，

山腹防護工を施し導水路の覆蓋化を構

じ復旧
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芦屋市の水道施設の復旧と対策

奥山貯水池（奥池）のリップラップが崩落，堤体天端の沈下，取水塔の傾斜が発生

完全復旧 した奥山貯水池（奥池）

ゾーン型アースダムのリ ップラ ップ(700mり上乗せによる復旧，取水塔撤去と折損した連絡管を復旧
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〇 被害と復旧

(1) 取水口

芦屋川の取水口は右岸の山が崩落し、岩石4,000m3で全壊で取水不能となったので、緊急に同川上

流600mに仮取水口施設をつくり本取水口完成の平成 8年11月まで応急取水を続けることになりま

した。

本取水口は4,000面の岩石除去から始まり、山腹防護工を施し、より災害に強い取水口とするため

導水路の覆蓋化を講じ復旧した。

(2) 導水路

取水口から貯水池までの鉄筋コンクリート開渠 (1,500m/ m X 1, 500m/ m-1, 200m/ m x 1,200 
m/m)と鉄筋コンクリート管（が1,500m/ m -cp 900m/ m)は目地の開きとコンクリート管全ての

継手にクラックが入り漏水し、入孔も多くがズレて破損が起こり全ての目地、継手部を止水モルタ

ルで復旧した。

(3) 貯水池

1971年完成したロックフィルダムは、ダム本体に変状は見られなかったが、リップラップの崩落

(700mり、天端の沈下、取水塔の傾斜が起こった。

これらは、

①貯水池水位変動による堤体測量調査

②リップラップ崩落箇所のボーリング調査

③リップラップ崩落箇所にリップラップ機の上乗せによる復旧

④取水塔撤去と連絡管の復旧

⑤余水吐の漏水復旧

⑥橋台の復旧

(4) ろ過池

緩速ろ過池 (17mX 27. 4m = 465. Smり 4池全体が、側壁、床面のクラック、ろ過水管、排水管の

破損による淵水が起こりろ過不能となった。

これらは

①ろ過池底部のボーリング地質調査

②ろ過池底版部の配筋補強と側壁部はエポキシ樹脂注入

③ろ過池内 5面をライニング防水加復旧

4池完全復旧は平成8年10月で1年7ヵ月を要した。

(5) 送・配水管

a)被害

送・配水管、仕切弁、空気弁の被害は cp75m/m-cp450m/mまで362件あった。

①形態別の被害は継手の抜け (0.539件／km)、継手部破損 (0.414件／km)と同じくらいに直管部

破損 (0.499件／km)が多かった。

②口径別では、が75m/m以下で3.440件／kmで多く、口径が大きくなると cp200m/m～ cp250m/

mでは0.984件／kmと被害は少なくなっている。
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芦屋市の水道施設の復旧と対策

③表層地質では自然堤防・砂州 (3.724件／km)が最も被害が高く、次に沖積層 (2.812件／km)

で埋立地は2.476件／kmであった。

④液状化については、液状化のあった所（液状化率50%）で3.709件／kmに対し、液状化の顕著な

所（液状化率100%）では2.683件／kmと小さくなっている。

これは液状化率100％の埋立地 (S.54完成）は、殆ど耐震化していたので、一部の耐震化してい

ない管路・継手での被害であった。

⑤管種別

・ダクタイル管の被害は殆どが継手の抜け (1.269件／km)で、埋立地で被害が多く (2.250件／

km)、液状化の顕著な所（液状化率100%）でも2.381件／kmと被害が多かった。

．鋳鉄管は直管部の破損 (0.786件／km)が一番多く、口径が大きくなると共に被害は減少して

いる。埋立地には布設していなかったため被害はなかった。

・硬質塩化ビニール管は、被害の殆どが継手部破損 (1.788件／km)、管体部破損 (1.017件／km)

である。また、自然堤防・砂州は9.410件／kmと非常に被害が多かった。

⑥属具

今回の地震では属具類の破損が多く、最大では cp300m/m仕切弁のフランジ部が破壊し、 65件の

被害があった。そのうち仕切弁が80％以上で多く、以外は空気弁で特に小口径の cplOOm/m以下

の仕切弁 (80%）に被害が集中し、その殆どがフランジ部、弁本体の破壊によるものであった。

b)復旧

震災直後から応急復旧で本復旧したものと仮復旧した箇所があり、被害が集中して発生したところ

と仮管の箇所 cp20m/ m -cp 150m/ m (DIP、PEP)XL=2,900mは撤去し、新しく cp75m/m～が500

m/mXL=4,500mを耐震継手で平成8年度までに本復1日を終わった。

(6) 給水管

a)被害

公道内の被害は cp13m/ m -cp 50m/ mまで382件、民地内2,934件の破損等の被害が市内全域わた

って発生しました。

①給水管に一番多く使用している VP管の被害が多かった。

・公道から民地内の立上り部

・地中から建物に入る管、立上り管のエルボ、チーズの破損

②ビニールライニング鋼管

・民地内の立上り部のエルボ、受水槽までのネジ部の折れ

③ポリエチレン管

公道の給水分岐用（が13m/m～が25m/m)に使用していたが漏水は殆ど無かった。

b)復旧

給水管の復旧は震災直後から送・配水管の復旧に合わせ応急復旧時にその殆どを修理し、残る仮管

給水中のものも平成8年12月には本復旧することができた。
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2.防災計画と対策

(1) 緊急貯留システム

今回と同程の地震では、全ての被災はまぬがれないことから、施設の復旧回復までの間応急給水が

必要で、緊急時の給水拠点として平成8年度から「耐震性飲料・消火兼用貯水槽」を計画的に設置し

ていく。

名 称 六合 量 震災前 震災後

1基（平成8年度完成）
耐震性飲料・ 100m3 0基 平成8年度から計画的に避難所（小学校
消火兼用貯水槽

他），防災拠点に計12基設置していく。

(2) 応急給水用機材

震災前は給水タンク 1基、給水槽9、ポリタンク50個の常備しかなく、全国の自治体、自衛隊、民

間団体から延車輌3,600台、延人数10,400余人で53日間にわたり応援いただき給水しました。又ポリタ

ンクも同時に何千余持って駆けつけていただき非常に助かりました。

本市でもその後機材の点検と整備を進めており、機材の分散保管と日常点検管理を強め対応できる

体制をつくっていく。

表10-2 応急給水用機械

数量

種 類 六合 量

震災以前 震災以後

給水車（圧カポンプ式） 2. 0吋 0台 1台

給水タンク（車両搭載用） l. 0m3 1基 1基

応急給水槽（ II ） 1, 000 P, 4袋 4袋

II （ II ） 250 P, 5袋 5袋

ポリタンク 201!, 0個 100個

II 18 f!. 50個 600 II 

/9 10 J!, 0 II 1, 600 II 

ポリバケツ 45 £ 0 II 130,, 

ボリ給水袋 101!, 100 II 100 11 
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芦屋市の水道施設の復旧と対策

(3) 防災計画と対策

阪神・淡路大震災では、取水口から末端の給水装置まで全市域の水道施設に甚大な被害を受けまし

た。

芦屋市水道では、「芦屋市水道復興計画検討委員会」を設置して、災害時のライフラインの被害を最

小限にくい止め、都市機能を維持できる都市基盤の整備を図るため、災害に強く早期復旧ができる水

道施設を構築するために、「芦屋市水道耐震化指針」を策定した。

1.耐震化の計画目標

1)応急復旧の目標

今回の震災では応急復旧に 6週間 (42日間）も要したが、この教訓を踏まえ対応策を検討し、応

急復旧は 3週間以内に終えることを目標とする。

2)応急給水の目標

応急給水の目標は、施設の復旧が進捗するにつれ段階的に増加していくことにする。

段階が進むにつれて応急給水所を増やし、市民が近い場所から給水を得られるようにする。

3)計画の期間

計画策定にあたっては、基幹施設、管路等の耐震化については、概ね 5年以内に実施するものを

「短期計画」、概ね20年以内に実施するものを「中長期計画」とする。

2. 耐震化対策

◎耐震化対策の基本方針

①「災害に強い水道施設づくり」

地震が発生しても、十分な耐震性及び機能を有する施設づくりをする。

②「早期復旧ができる施設づくり」

被災後、早期に復旧できる施設を整備する。

③「地震時の体制づくり」

被災後の給水の確保と、被害施設の早期復1日ができる体制を確立する。

1)基幹施設（貯水池、取水口、浄水場、配水池）

(1) 短期的対策

被災施設の調査を行い、施設の修理等により耐震性の向上を図る。

(2) 中長期的対策

施設の更新等に併せて耐裳性の高い施設にするとともに、バックアップ機能の強化を図る。

2)管路

(1) 短期的対策

送・配水管で今回被災箇所で大きな被害が出た地区等では、耐震性継手管に布設替えする。

(2) 中長期的対策

① 配水幹線（ef;,250m/m以上）と配水支管の準幹線は、優先して耐震継手管に布設替えしてい

② 地震による被害を少なくし、早期復旧ができる施設にするため、浄水場、配水池を基本にし

た配水ブロックの重要度の高い幹線から耐震管路に整備していく。
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③ 災害時に緊急性の高い施設（避難所、病院等）への路線は、耐震管路に整備していく。

④ 埋立地への供給管路については、複数系統にし、バックアップできる系統とする。

3)緊急貯留システム・給水拠点

施設の復旧回復までの間必要な応急給水のための、緊急時の給水拠点、運搬給水拠点、応急給水

栓を整備する。

(1) 短期的対策

防災拠点（学校、公園等）に「耐震性飲料・消火兼用貯水槽」を設置していく。

(2) 中長期的対策

①運搬給水拠点

緊急時の給水拠点となる配水池に緊急遮断弁を整備し、水の確保を行い運搬給水をする。

②応急給水栓

配水幹線、配水支管の応急復旧に伴い、仮給水を拡大していくため、消火栓を整備する。

4)水管橋（短期的対策）

橋の支承部には、伸縮可撓管等で耐震化と管体強度の向上を図る。

5)管路の付属設備（短期・中長期的対策）

仕切弁、空気弁、消火栓の弁体強化や、配管方法の変更を検討する。

6)給水装置の構造（短期・中長期的対策）

給水装置の耐震性強化について検討し、給水装置施行基準を改正し、改善を行う。

7)監視、制御システムの整備（中長期的対策）

緊急時の監視、制御を行うためのシステムを構築する。

8)広域的バックアップ

隣接する水道事業体と、相互応援が可能となる連絡管によるバックアップ機能の整備を検討する。

9)地震時の体制の確立

以下の方策を検討する。

(1) 震災時のマニュアルを作成する。

(2) 相互応援体制の確立

大地震が発生した時には、応急給水、応急復旧には多大の人と資機材が必要である。このため、

的日本水道協会関西地方支部を中心とした相互応援体制の確立が重要である。

(3) 応援体制の確立

水道管工事業者、資材メーカー、他行政機関、ボランティア組織等とも応援体制の整備を進める

必要がある。

(4) 資機材の備蓄

資機材は、他都市との相互応援協定により点検し整備することと、材料の規格統一を図ることが

必要である。

(5) 通信・情報連絡体制の整備

①応急給水・復旧工事用の携帯電話等の整備

②阪神水道企業団（用水供給）と緊急時でも連絡可能な専用回線等の整備
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芦屋市の水道施設の復旧と対策

(6) 広報活動の整備

今回の大震災では、人貝・広報車の不足により広報活動が不足し、市民の不安解消のための早期

情報伝達が遅れた。市民は通水の見通しや、応急給水箇所に関することを求めており、これらに対

応するには、被害状況を的確に把握し、復旧計画を早く立てることが重要である。

このためには、復旧本部の通信・情報手段を確保し、連絡を密にしておく必要がある。

市広報紙（災害情報）、マスコミ、 CATV等の活用を図り整備していく。

以上の「耐震化指針」により今後短期、中長期的対策を計画的に実施していく。
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11.豊中市の阪神・淡路大震災と水道について

豊中市水道局工務部長

長伸一

1. はじめに

豊中市は大阪市の中心部より、 15分～20分という利便性に富んだ場所に位置している。したがって戦

後の復興期には大きく人口の急増を見るに至り、上水道水源、給水方法にも大きな課題をかかえながら

成長してきた経過があり、人口40万人の住宅都市である。

給水能カ・..●●● •••216,575 dn 

自己水．．．．．．．．． 22, 021. 5 <io.11%) 

府営水………19(,517.5(89.83%)

貯水能力……•••111,896 n!（約 12時間分）

↑¥ 1 1.i19n! 99,000人＼
/写工

10,oooJC響→恒田北叫
／ ＼ 

中区28,178吋

_J j丑I74,500人

¥ ;:f 

[―¥，r--------、、
\>-- 11― 

.~］冒

／ 

471吋

000人

7. 5rr1 
0 人

ヒ

17, 902rr/ 

41,500人

¥
1
 ／
ー

／

/
J
 

音E

面積 36. 6 0国

(m値＝ T. P) 

図11-1 豊中市基本計画図
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水源については、府営水道に係る受水が約90%、ー級河川の猪名川による取水が10％である。

阪神淡路大震災では、豊中市は大阪府下で最大の被害を受け、災害救助法の適用を受けた。被害の概

要については、死者10名、負傷者2,496名家屋の全半壊4,914名 (15,000世帯超）に達し、電気・ガス・

上下水道などライフラインも被災し、市民生活に大きな影響を及ぼした。

2.水道の被害

水道施設のうち、浄配水池の損傷は地震直後の売電の送電停止を一時的に被ったが、構造体について

は幸いにも、皆無に近い状態であった。一方配水管の破損は80件、給水管288件、屋内漏水9,967件と一

般家屋の損傷による給水装置による被害が集中した。

このことにより、地震直後の時間配水量は、最大で平常時の3.5倍に達し、配水池水位が急激に低下し

たため、大阪府営水道に送水増量を要請すると共に応急措置としてのバルブ操作を行い、貯水量の確保

に努めた。

配水管・給水管の被害による断水の応急給水対象は最大時約4,000戸 (2.6%）、配水圧力の低下による

影響は122,000戸と全恨帯の80％に及んだ。

3.応急復旧

復旧の方法として関西地域では過去において、寒波による給水装置の破損復旧のみで地震によるよう

な被害の大きさは想像もしえない事であった。地震直後より 24時間対応の当直電話が鳴りやまず、対応

できる事は住所氏名を修繕依頼の伝票に表現するのみで、頭の中は真っ白であったと、その日の委託職

貝は述懐していた。

修繕依頼の経過としては、地震発生後の3日間に集中し復旧方法としては一戸一栓の復元にとどめる事

としたが水道局と公認業者だけでは対応不能であり、府下で組織している府営水道協議会からの申し出

もある中で、 1月20日～25日の6日間に18市町101班222名の応援を受けた事により応急復旧作業が飛躍的

に進み1月29日には、申込みに対する未処理はゼロとなり、第一次応急復旧体制を終結することが出来

f? 
'---0 

この間各市の応急班は地理不案内の為、案内員と交渉役ととして事務職員を配置し、不足する車両は

大阪府営水道より一時借用10台を数えた。また、応急給水の必要性から局の手持ちタンク2基の他、消防

表11-1 漏水復旧修繕体制

修 繕 復 旧 班 体 制

屋 内 修 籍 道 路 修 紐 ＾ ロ 計

局直営 瓶公員農者 億盾等応姜 輯紺 象劃 埠i小計 局直営 農者 水`＂査 小 計

班 i人 班人 班：人 人 人 人 班；人 班｝人 農者履 n-う委猷信i班 ！ 人 ； 晨樟 班 i人 ；農者9
咲体肖計 175 i 350 2 2 : 4 I 101 [ 222 120 1 4 28 312 i 76 l 90 i 179 94 90 / 179 / 94 402 / 940 / 94 

こ次体紺訃 137 i 275 0 i 0 0 i 

゜
0 25 21 137 i 3 21 17 i 50 30 62 i 16 17 ! 128 ! 30 154 i H9 j 30 

合計 312 ! 675 2 2 ; 4 1 101 j 222 120 53 21 449 ! 1082 107 ¥ 229 124 62 j 16 107 i 307 i 124 556 i 1389 i 124 
※ 一次体制・・・・・・ 1/17~1/29 (13日間） 二次体制•••••1/3 0~2/12 (14日間）

・屋内漏水修繕復旧体制＝延449班 1,082人→＊他市応援17市町、市公認業者22班

・道路漏水修繕復旧体制＝延107班 307人→ 124業者

・全体漏水修繕復旧体制＝延556班 I, 389人→ 124業者
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本部よりの応援車両を受けながらの対応であった。

1月30日以後は新たに第二次復旧体制を整え、全半壊家屋の漏水調査を行うと共に、道路パトロール隊

を編成して 「ローラ作戦」を展開し、道路や量水器付近の漏水発見に努めた。

この間屋内修繕の申込みも平常に近い状況を見極めながら2月12日に第二次体制を終息し、以後漏水調

査については、車両交通やその他の騒音による関係で、昼間調査が困難であり職員の体力限界を考慮し

調査計画を見直し2月21日より委託による作業を開始した。 この業務の必要性は地震発生前の配水量と

比較した場合、日量にして約10,000吋程度の漏水が考えられ無効水量の減と二次災害の防止の観点から

短期間に行うことが責務であった。

漏水調査の委託概要は

戸別音聴調査

路面音聴・確認調査

84,673戸

218.4km 

漏水調査を実施する地域は配水系統より漏水量が多いと判断した区域を選定、北部地域については昼

間に戸別音聴調査を行い、南部地区では昼間に戸別音聴調査を行い夜間に路面音聴調査を行い漏水の疑

いがある箇所については確認調査を行った。調査期間としては実質17日間で調査員は215班、 430名で行

った。

これらの復旧にかかる、作業の内、配水管関係、配水管より量水器部までの給水装置の一次側につい

ては、局の直営部隊、市内の建設業者、一部の大手建設業者によって復旧してきたが、作業にかかる一

表11-2 配水圧（柴原・野畑・柿木）平常時との比較 表11-3 日配水量時間別前週（同曜日） との比較
平常時
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環の内、写真については、くれぐれも現状がよく理解出来るよう撮影する事と指示していたが、ほとん

ど完全に近いものはなく、国庫補助査定時に説明する資料不足となった。

大災害時の復旧時に多少の無理があると思うが、それらに携わる職員として後の事項を考えるとき、

大きな資料となる現状表現としては写真だけである事は改めて考えさせられた。

4.他市への応援

市域内の応急復旧のメドがついた段階で、豊中市よりも被害の大きい兵庫県下について、府営水道協

議会並びに大阪府営水道が既に応援体制に入っている西宮市への派遣要請があり、応援方法について、

西宮市との協議を行った。

内容としては、配水管の復旧状態が進展していない現状では、応援給水が未だ欠如しているとの事で

2月1日よりタンク車による給水を、 2班4名とし24時間派遣で2月28日まで行った。また配水管の復旧が進

展するに従い仮設給水栓設置に1班3名体制で臨んだ。

西宮市応急給水体制とその対象人貝

2月1日～ 2月28日 58班 116名延2,761名

仮設給水栓設置体制とその対象戸数

2月13日～ 3月13日 29班 87名延 424件を処理

5.復旧に関する検証

断水に関しては、加圧配水区域における管内水の漏水により加圧ポンプの過電流に起因する運転不能

と集合住宅等の受水槽の一次・二次側管路の破損と停電に伴う揚水ポンプの停止及び通電時の運転機能

不全によるものが特徴としてあげられる。

屋内漏水等の復旧処理の難点は甚だしい交通停滞による現場到達時間のロスが大きく交通対策を大き

く訴えたい。

漏水箇所については、建物の基礎周辺が46%、壁の中34%、床下20％となっており復旧修理に建物の

一部破壊を伴う等相当の手間が必要となるものが多く、単純な破損ではなかった。このように地震災害

の復旧は生半可な体制での対応では住民の安心は得られない。

大阪府をはじめ府下各市町の応援をいただいたお陰で短期間での復旧が完了しえたことは、誠にあり

がたく、この経験は今後の災害対策に十分に活かしていかなければならない。応援を受けたことについ

て事後の職員アンケートの結果に「応援を受けて自分達の士気が上がった。」との表現があり、応援を行

うことによる相互の精神的高揚は、非常に重要であると考えられる。

6.今後の地震対策について

大阪府では、用水供給事業としての府営水道と各受水市町村の水道が連携し市民に給水を行っており

両者が一体となった災害対策が必要であり、このため大阪府においては、学識経験者、市町村代表者を

加えた「大阪府水道地震対策調査委員会」が設立され、府下市町村における地震対策の計画目標等につ

いて基本的な指針を平成8年10月に策定された。この中では今日の震災におけるデータを基にして、府
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営水道を中心に各受水市町村の水道を一つの組織として応急体制の整備や情報通信、また復旧期間の設

定が取り決められている。

本市においても、今日の貴重な経験と「大阪府水道地震対策基本方策」に基づき計画案を策定してい

る最終段階にあります。

この基本理念としては

1)地震は最大の被害をおよばす時間に発生する恐れがあり壊滅的な打撃を与える。

多数の死傷者の発生、生活活動にとってのライフラインの破壊経済への長期的な影響など、計り

知れない被害

2)被災地域と非被災地域とのアクセスが途絶または混乱する。

交通機関の運休、道路網の途絶と遮断及び停滞によって復旧、復興作業の妨げとなる。

3)通信等の手段が不通となる。

電話回線等の通信が不能となり、安否情報の確認あるいは復旧作業に支障が生じることとなる。

4)火災等の副次的災害の発生により被害が拡大する。

火災の発生等により死傷者の増加、家屋の焼失により被害が拡大し、復旧規模の範囲が広がる。

5)被害に地域的落差が生じる。

大地震は被害を広域的に起こすが、激震地とその他で被害に差が生じ、情報支援等に違いがある。

等であるが最大の死傷者、最大の物的被害が生じる時刻に突然発生するものとしてとらまえなくては

ならない。

したがって水道については、地震に強い施設作りを計画的に進める中で、現有施設の耐震評価を行い、

優先順位を定めて実行に移す一方、実際に地震が発生したことを想定して諸対策を事前に確立しておく

べきである。

そのため、地震の規模想定、被害状況の把握手段、災害対策本部の設置、応急給水、応急復旧、応援

対策、情報収集及び広報活動、市民、企業の役割分担、地震対策教育、訓練、防災情報等である。

したがって想定する地震動としては「大阪府水道地震対策基本方策」及び今後想定される「大阪府地

域防災計画」、「豊中市地域防災計画」に基づき地震の規模を「7」とする。

震度階「7 （激震）」加速度400以上では家屋の倒壊が全体の30％に及び山崩れ、地割、断層が生じる

こととなる。

水道施設の被害想定

策定過程における本市水道施設の主要構造等耐震アンケート結果による判定及び管路の活断層別被害

シュミレートによると次のとおりである。

1)基幹施設及び付属設備

取水施設、池、タンク構造物、浄配水場本館ポンプ場上屋等及び電気、計装設備について、耐展評価

項目による結論は、全体を通じて緊急的かつ根本的な対策を講じる必要があるものはなかった。今後に

詳細な耐震診断を実施するべきとする指摘があった。これは現状の施設、設備の一般評価であって、例

えば伸縮可撓管の未設置によって、施設と管路の接続部分が不同沈下等で折損し、本来の機能が運用出

来ない事が想定される。
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表11-4 断層別の被害件数

活 断 層 発生数（件）

有馬高槻構造線 2 0 8 

生 駒 断 層 7 5 

中央構造線 2 9 

上 町 断 層 4 2 4 

2)管路（導・送・配水管）

管路については有馬高槻構造線、生駒断層、中央構造線及び上町断層の4活断層を震源として管種別、

継手別、布設年次別及び布設工法別に分類して判定された。

この結果は表11-4のとおりであるが最も当市の被害率の高い上町断層（豊中ー堺付近 約32km) を

震源とする「7」の地震の場合、総被害件数は424件と見込まれる。

給水管路については、管路の被害から本市分を推定すると約6,870件の発生となるが、宅地内給水装置

を予測すると、約34,500件の発生が懸念される。

したがって、耐震施策の状況を考慮し確立するものとする。

耐震化については、第1段階は、給水及び供給拠点の整備、通信情報システムの整備を中心に概ね5年

とする。第2段階は、主にバックアップ施設の整備を中心に概ね10年を目標とする。第3段階は、管路の

表11-5 耐震化施策の目標年次

簾 l段欝 箇 2段欝 箇 3段罹 第 4段罹

概れ 5年後 概ね 10年後 摂れ20年後 最終月榎

管 路 の 耐 震 化 ← 1 → ← 2 → ← 3 → 

施設の耐震化 給水装置の耐震化 ← 1 → ← 2 → 

主要構造物の耐震診断 ← 1 → ← 2 → 

主要構造物の耐震化補強 ← 1 → ← 2 → ← 3 → 

応急給水供給拠点の整備 ← 1 → 

給水供給拠点施設の整備 ← 1 → 

応急給水対策の整備 応急対策資機材の確保 ← 1 → 

応援受入拠点の整備 ← 1 → 

応急復 1日管理設備の整備 ← 1 → ← 1 → 

緊急遮断弁の整備 ← 1 → ← 2 → 

送 水 管 の 整 備 ← 1 → ← 2 → 

予 備水源 の 活用 ← 1 → ← 2 → 

バックアッ1システムの整備 配水池容量の増加 ← 1 → ← 2 → 

耐震型緊急貯水槽の整備 ← 1 → ← 2 → 

隣接事業間連絡管の建設 ← 1 → ← 2 → 

電源 の 地 震対策 ← 1 → ← 2 → 

情報通信システムの整備 ← 1 → 

情報交換システムの整備 応急対策情報交換システムの整備 ← 1 → 

施設台帳のデ-タベ-ス化 ← 1 → ← 2 → 
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耐震化を除いた整備がほぼ終了する時点として概ね20年を目標とする。第4段階はそれ以降とし、引き続

き最終目標を目指して整備することとなっている。この方針をふまえた本市の耐震化施策の現状も含め

た具体的目標は当面次のとおりである。

1)施設の耐震化

重要施設給水ルートの確保、水管橋の補強、配水ブロック化、老朽管の更生及び布設替、地盤変状箇

所の対策、屈曲部、施設接合部位の対策及び耐震管路網の整備等の対策を考慮しつつ、次の施策を計画

的に進める。

① 配水幹線（本管）整備

柴原幹線500mmの更生工事を、平成9年度 (1997)調査設計及び平成10年度 (1998)に施工を予定

する。

寺内系統配水幹線の新設を平成12年度(2000)から順次実施する。

② 配水ブロック化の推進

現況4ブロックに加え緑丘配水場系統の小ブロック (9ブロック）を平成10年度 (1998)からの系

統切り換えに伴い順次実施する。

寺内系統の小ブロック化を平成10年度 (1998)から1ブロック毎に実施する。

③ 老朽管の更生工事等の推進

FC管のダクタイル化について、平成9年度(1997)以降で順次施工を予定する。

④ 耐震管の採用

口径200mm以上の中大口径管は、耐震管を全面採用し計画的に進める。

ロ径200mm以下についても、地盤等布設条件により耐震管を採用する。

2)応急給水対策の整備

① 給水タンク車の配備

給水タンク車 (2トン） 2台の配備を行った。

② 応急資機材等の備蓄基地の確保

給水タンク車の車庫並びに資機材の備蓄基地を確保した。

3)バックアップシステムの整備

① 給水供給拠点の整備

緑丘配水場（有効容量16,500トン）の平成9年度 (1997)完成による貯水能カアップの実現

② 施設接合部位の対策

既設配水池について緊急遮断弁及び伸縮可撓管を平成10年度 (1998)から、年1ヵ所ずつ設置す

る。なお、緊急遮断弁は、当面流出側に設ける。

③ 導送水管の整備

猪名川一柴原間の導水管450mmの更生工事を平成10年度 (1998)から4年間で実施する。

④ 耐震型緊急貯水槽の設置

市内36箇所 (100トン）を展望しつつ当面、現在施工中（島田小学校校庭）の他、平成9年度 (1997)

に1箇所（豊南小学校校庭）設置する。
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⑤ 配水系統管のバックアップ機能の強化

緑丘配水場系統の送水管幹線を平成9年度 (1997)竣工を予定する。

配水幹線調整バルブ3ヵ所について平成9年度 (1997)に新設を予定する。

⑥ 近隣都市連絡管の設置

箕面市との連絡管を平成9年度 (1997)に施工を予定する。池田市へ応援給水管路の策定を依頼す

る。

4)情報交換システムの整備

平成13年度 (2001)以降に導入を図るべく準備作業を開始する。

7. おわりに

その他の項目についてここでは省略するが、市民生活の安全確保の視点から前記の整備計画は絶対必

要である。その財源について一般会計からの支援と市民との十分なコンセサンスを得る中で、局負担区

分の明確化を推進することが必要である。

〔参考文献〕

大阪府水道地震対策基本方針

豊中市水道地震対策指針（案）
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12.簡易専用水道の被害と改善策

財団法人兵庫県予防医学協会

前川朝彦

1. はじめに

平成7年1月17日未明、阪神地区並びに淡路島を襲った大震災。

あれから 2年目を迎え、人々の暮らしもようやく平静を取り戻しつつあるようですが、依然仮設住宅

等では不自由な生活を強いられている方々もいらっしゃるのが現状であり、一日も早く震災前の活気を

取り戻していただけるよう祈らずにはいられません。

さて当協会も振り返ってみますれば、地震により建物取壊しの被害にあいまして、復興に努めてまい

り2月6日より事務所を移転して検査業務を再開致すことができ、これも皆様からのご支援、ご声援を

いただきましたおかげであり、深く感謝をいたしておるところでございます。

当初は、建物の倒壊による通行止や通行規制で大渋滞を起こし、協会付近（神戸市東灘区）は車での

移動が困難な状態のため、被害の少ない地域から直行、直帰体制で検査（水道法第34条の 2第2項に基

づく簡易専用水道定期検査）を行い、検査業務と共に貯水槽に与えた震災の被害状況を観察しました。

2.震災から平成8年3月末までの被害施設の状況

平成8年3月末迄に取壊し予定の128施設の用途別分類は共同住宅57施設、事務所ビル24施設、店舗19

施設、学校6施設、工場、寮が各5施設、ホテル4施設、病院 3施設、体育館2施設、研修所、興業場、

倉庫が各1施設で水槽の被害状況は表12-1のとおりです。

表12-1 水槽の被害状況
（件）

受水槽取替 I高置水槽取替 Iタンクレス式 I直圧給水 I検査件数
東雌区 2 0 2 6 1 0 6

 
3 5 0 

灘区I6 1 6 3 2 1 5 5 二：,fI it I I I :! I fll 
北区 I 7 I 1 7 
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1・"ii・・・・・・・・・・・r・・・・・・・・・・・・・・5・・・・・・・・・・・r・・・・・・・・・・・・・・・1 

西区 1 

呻戸市計 9 9 

芦屋市 ， 
明石市 7 

宝塚市 2 

その他 7 

··········•···························· 

1 5 6 

20 
:o・ -----―l―----------------------
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.................... 

1 1 1 
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----------------， 3 6 4 
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2 3 5 
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合計| 1 2 4 | 2 4 0 | 5 4 | 5 5 | 4, 1 2 7 
タンクレス式：一旦受水槽に貯溜した水をポンプ又は小型圧力水槽を用い直送して給水する方式
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3.現場検査における被害項目

(1) 水槽周囲の状態

●液状化 ●沈下 ●流入管・揚水管等配管の破損及び漏水 ●水槽固定金具やボルトの外れ（変

形） ●水槽移動 ●給水管等配管支柱架台の移動

(2) 本体の状態

●架台の沈下による水槽の傾斜 ●水槽天板及び側壁パネルの亀裂及び破損 ●鉄筋コンクリート

製水槽の内外壁の亀裂・剥離及び漏水 ●側壁及び底部パネル接合部からの漏水 ●天板パネルの

陥没 ●内壁天板脱落 ●サクション管等配管取付部破損並びに漏水 ●電極取付部外れ ●水槽

固定金具による亀裂及び漏水 ●一体式水槽接合部の亀裂及び漏水

(3) 水槽上部の状態

●水槽傾斜による雨水溜水 ●流入管からの漏水による溜水

(4) 水槽内部の状態

●配管の振動及び断水による沈積物 ●ボールタップの故障 ●電極棒防波管脱落 ●流入管脱落

●水槽内隔壁の亀裂及び破損 ●梯子の脱落 ●支柱脱落

(5) マンホールの状態

●蓋亀裂並びに破損 ●蓋施錠部や蓋蝶番部の破損及び変形

(6) オーバーフロー管の状態

●オーバーフロー管の亀裂及び破損 ●既製防虫網の脱落

(7) 通気管の状態

●通気管の笠の破損 ●既製防虫網の脱落

(8) 水抜管の状態

●水抜管の亀裂及び破損並びに漏水

(9) 給水管の状態

●給水管の亀裂及び破損並びに漏水

4.改善策

(1) 地下室に水槽のある施設について。

①液状化で水槽室が汚れたが、断水のため復旧に時間がかかった施設が見られました。

②出入口が床のはめ込み式ハッチしかないため、補修機材の搬入ができず復旧に時間のかかった施設

が見られました。

③水槽室天井の亀裂からの漏水や側壁から多量の湧水が流入してきた施設が見られました。

以上の状況等から、水槽の設置場所はグランドレベルからの地上式が理想である。

(2) 水槽架台の沈下による水槽の傾斜について。

①コンクリート製で傾斜の大きなもので、 FRP製に取替えた施設が見られました。

②コンクリート製で上部に雨水の溜っているもので新たに排水口を設置した施設が見られました。

③FRP製のものは架台鉄骨を持上げて補修している施設が見られました。
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簡易専用水道の被害と改善策

(3) 流入管、揚水管等の配管、又は取付部の破損や漏水は各配管にフレキシプルジョイントの取付けが

必要であろうと思われます。

(4) 架台からの水槽の落下や移動、又固定金具による亀裂や漏水は、今後幅広の固定金具に取替える必

要があろうと思われます。

(5) 水槽側壁パネルの破損（上部補強枠のない水槽）は側壁接合部の上部まで補強枠の取付けが必要で

あろうと思われます。

(6) マンホールの施錠部及び蝶番部の破損は樹脂製のものに多〈見られたので、金属製のものに取替え

ることが必要であろうと思われます。

(7) オーバーフロー管は下り管部分を建物の側壁に固定していたため、揺れの違いで破損したものが多

〈見られたので、下り管は水槽本体側に固定する方が安全であろうと思われます。

(8) オーバーフロー管が水槽内部で立ち上っているもので内部で固定されていないものは、内部で破損

して槽内の水が流れ出たものや接合部から漏水したものが見られたので、 内部で固定する必要があろ

うと思われます。

(7)及び(8)の結果よりオーバーフロー管は気相部に取付ける方が安全であろうと思われます。

(9) FRP製パネルタンクでパネル中央に通気管が取付けてあるものは、パネルが破損したり陥没してい

たものが見られたので、通気管はパネルの端に取付ける方がよいであろうと思われます。

(10) 上記以外は一般的な補修で対応できているものと思われます。

5.被害状況事例

写真12-1 水槽（給水塔）周辺沈下 （約50cm)

写真12-2 水槽本体固定不良で落下
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写真12-3 水槽破損

•• ー
ー

写真12-4 水槽破損

写真12-5 水槽側壁破損

写真12-6 水槽天板破損
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写真12-・7 水槽側壁破損 （補強枠なし）

写真12-8 水槽マンホール破損

蓋取付部が変形し隙間が出

来たものが多く見られた

写真12-9 水槽マンホール破損

樹脂製取付部と施錠部も

破損

写真12-10 水槽オーパーフロー管

破損

（建物の壁に固定）

簡易専用水道の被害と改善策
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6. まとめ

今回の地震では、コンクリート製受水槽には比較的被害が少なかったのに比べ、 FRP製のものは建物

の壁の落下や周辺の構造物が倒れて破損したものが多数見られました。

以上の結果を踏まえて考察を行えば、非常時における生活用水の確保などの点から見れば貯水槽は多

大なる貢献を行ったと思われますが、反面被害を受けた水槽からは、地震を含めた自然災害に備えて、

FRP製水槽の場合は今まで以上の強度の確保、耐震性等と併せて、建物から離れた場所（給水車の進入

が容易）に設置することにより、被害が最小限にくい止められるであろう事が推察されました。

7. おわりに

今回の報告は、検査業務を遂行しながら水槽の被害状況を観察して参りまして、その結果を発表させ

ていただいた訳でありますが、当初はやはり業務を最優先していたこと、また被害状況の写真撮影では

被災して被害を受けた箇所を撮影する訳で後ろめたさもございました故、十分な調査が行えませんでし

fつ
'----0 

今となっては、非常に残念に思われますが、今回の報告が今後の貯水槽のあり方について考えて行く

に当たり一助になれば幸いかと存じます。

なお、今後も引き続き調査を行っていき、少しでも将来に役立てることの出来る資料を提供できるよ

う努力して行く所存でございます。
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13. その他

(1)災害ボランティアに参加して

1.活動への動機（一握りのおむすび）

（元姫路市水道局建設課建設第二係長）

（姫路市建設局手柄山整備事務所係長）

姫路『こころのケア』ネットワーク代表

岸岡孝昭

平成7年 1月17日図5時46分『ゴーッ』と突き上げるような地響きと軋むような音で目を覚まし飛び

起きる。コンクリート壁にダンプカーが直撃したような聾きと異常音である。姫路市内での地震体験で

ある。（姫路市の震度は 4中震）

家族の安全を確認した後、趣味で収集している備前焼が気になり、収納部屋に入り一つ一つ手に取り

被害を確認する。一輪挿しの花瓶が壊れただけである。その後テレビのスイッチを入れるが、映し出さ

れるのは、スタジオの混乱状況が映されるだけで、画面からは被害状況は入ってこない。勿論震源地・

震度も分からず、ことの重大さを知る術もなく、いつものように出勤する。仕事につくがどうしても気

になりテレビ・ラジオをつけ情報収集する。被害は刻々と変化し発表の都度、死亡者数は増加の一途で

ある。

被害状況の凄まじさは、言葉にいい表すことの出来ない状況と認識しつつも、県下でありながら姫路

から遠く離れた土地で起きている位しか思わなかった。しかし、午後になり被災の全容が画面から出て

き、死亡者数が増えつづけるのに驚き・悲しみ・災害の悲l参さに心を傷めました。究めつけは阪神高速

道路の635mに及ぶ転倒である。安全であるべき道路が見るに哀れな姿で無残に倒れている。市内各所か

ら、火の手が上がり気が狂ったように猛威を振るっている。それでも画面を点として捉えるだけで、パ

ノラマとして捉えられず、想像を絶する災害が起きているとは、気持ちで整理出来なかった。ただライ

フラインが寸断され、水不足が起きていると直感し市として応援に行かなければと思う気持ちを上司に

伝えるが『県から要請がない』と返事が帰ってくるだけである。 00市は何時着くか分からないが、飲

料水をトラックー杯に満載し出発したとか、 00は救援物資を積んで走りだしたの放送を聞き、何故行

かないのかと歯ぎしりするが組織の一員では成す術もない。当日救援に行くことが出来ない縦割り行政

の弊害を身を持って体験する（この事が以後のボランティア活動に繋がる）。この時点でも私自身他人事

と思っていたのかも知れない。テレビ画面から飛び出てくる数字・被害状況にただただ無表情、無感動

にーコマーコマを追いかけているだけである。『大変だ』という薄っぺらい言葉では表現出来ない最悪の

事態と思いつつ、余震に脅えながら一晩中テレビをかけっぱなし情報収集をする。

明けて18日、重苦しい気持ちを引ぎずりながら出勤すると県から要請があり、姫路市は芦屋と西宮に

給水応援に行くといわれ、率先して芦屋市の応援部隊に参加する。午後 1時30分庁舎南の広場で出陣式

をする。何か戦場に出発するような重々しい空気である。 10数台の救援車両をパトカー先導で職員の見

送りを受け出発である。通行止めになっている中国縦貫道路をひたすら東に進む、西宮北インターを下

り南下するにしたがい、上下線とも大渋滞でサイレンを鳴らすが前に行けない。車中では始めは被害状
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況等々について話していたが、新神戸駅を通過し山手幹線に入ると、話し声も段々と途絶え静かになり、

気持ちが次第に沈んでいく。言語化出来ない情景にただ呆然と目をやり、足を震わせているだけであっ

た。ショックを受け、こみ上げる感情で身体が震え放しで涙も出てこない。余りの悲惨さに頭のなかは

パニックである。

道路に倒れかかった家屋、 1階のオープンスペースが座靴したビル、木造2階建てがまるでプレス機

に押し潰された家屋とか、子どもの手を取り年老いた老人を背負い右往左往している被災者はまるで戦

火を逃れさまよう難民である。地下鉄大開駅の陥没ヵ所に車両がうずくまっている。何で道路が1.5~2.

Omも落ち込んでいるのか理解できなかった。サイレンは鳴りっぱなしで、緊急車両で大混雑をぎたして

いる。殉職者が出た兵庫署のけなげな活動は心の印画紙に強烈に焼きつく。同僚の救出は後回しに活動

している。そっと給水袋を手渡したのは自然な成り行きである。

パトカー先導といっても緊急性がない。通れない道路に突っ込んでは引き返し、落差をよけ気を使い

ながら進んでいく。平常時であれば1時間30分位で着くが到着したのは10時頃であった。芦屋市役所周

辺の大混雑・鳴りっばなしのサイレン・救援物資が地下に持ち込まれている。一寸の隙間に身体をよじ

りながら水道局に行く、空腹さを辛抱できずお弁当のお願いをする。当然のことと思い頂いたが、こと

の重大さを理解するには時間がかからなかった。他の都市は自分たちの食べ物は勿論、大量の救援物資

を持ち込んでいる。それに引き換え私たちは何しに来たのか。給水応援に来たことは確かであるが、県

の要請で来てやっているという思いがこの有り様である。自給自足の気持ちをすっかり忘れている。こ

れが救援に来た者の考え方。当然の如く弁当を要求している自分を思い出すたびに悲しさとイ宅しさが交

差する。いまをもって自責の念である。講演に呼ばれる度に喋ってしまう。その都度烏肌が立つ思いで

ある。この時の罪悪感がそれ以後の、ボランティア活動の原動力になった一つである。姫路城という世

界の文化遺産を誇りに思うが果たしてこころはどうか、外敵に攻め込まれたことのなく落城の危機もな

く外様大名が代々城主を勤め典型的な保守的な土地柄で育った私に、ーかけらの相互扶助の気持ちがな

いことに気づくが事遅しで、事実は事実として捉え、こころ痛む思いで空腹を満足させる。あくる朝、

長蛇の列に並び公衆電話で職場にこころの嘆きを訴える。勿論2日目からは弁当持参になる。 2年近く

たってもこの事が、心の傷となっている。何とも言えないやり切れない気持ちの空白を埋め、こころの

傷を癒すには時間とボランティア活動が必要である。こころの罪悪感を癒していくことが自分に課せら

れた責務であるとこころに誓いました。それ以後、公務で給水応援と復旧応援に従事し通算11日行きま

した。作業終了後、毎回芦屋市役所に避難されている避難者と接触してきました。これも自然な成り行

きであった。ロビー、廊下、執務室に避難され、足を忍ばせながらの訪問である。うつろな目で一点を

呆然と見つめておられる人、無表情な人、うつむき加減で精気のない人、家族で肩を寄り添い何を喋る

でもなく時を刻んでいる人等に、声かけをしていくが上手く行かない。ただじっと互いに顔を見つめて

いるだけであるが、姫路から給水応援に来ていると話の糸口を見つけるが話が続かない。回数を重ね中

から堰を切ったように、こころのつらさを吐き出され一気に泣き崩れる人、私も耐えきれず手を取り合

い泣き崩れたことも有りました。主人が毎日倒壊家屋の前へ行って呆然と一H中立ちすくんでいる事を

心配そうに話される人。ピアノの下敷きになり入院している娘さんを気づかわれる老婦人。退職金で新

築したばかりの家屋が全壊と涙ながらに話される老夫婦。この夫婦とは何回もお会いしたが、ある時お

会いに行くがいらっしゃらず、心配になり「隣人に何か有りました？」と聴くと急に体調が崩れ救急車
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で入院されたと聴きびっくりする。先日お目に掛かったときは、元気にされていたのに、避難場所の急

激な環境変化（市役所の執務が始まると日中は通路に避難されている人の休息場所が無くなった）で体

調を崩されたとか。居場所の無い避難生活に、ストレスが溜りに溜った結果の入院である。多数の方と

お会いしたが、今はどうされているかは知る由もない。

こんな事もありました。利用したトイレの余りの汚れに仲間と共に掃除をしました。生まれて初めて

のトイレ掃除を素手でしました。この事もごく自然な成り行きで身体が動きました。

活動への動機はもう一つあります。

地域で民生児童委員をしていますが、震災発生後1週間後に人工透析患者6名を公民館で受け入れま

した。（病院のベッド不足で各所に緊急避難される）たらい回しで陶酔仕切っておられる患者さんを厄介

者扱いする関係者の冷たい対応を見て心痛め落ち込みました。柔軟に物事を考えず緊急時の対応のなさ、

一夜の宿は提供できたが、翌日別のところへ転送される。その後6名の内 4名が亡くなられたと聴かさ

れた。人間として非常時にどう対応できるかが問題であると改めて認識させられる。あの時仲間とでき

る範囲で温かいこころを持って接することができていたらと今も患者の顔が浮かびます。

自己を振り返り非常時の対応のまずさ、怒り、動けなかったことが、その後のボランティア活動への

エネルギーと変わっていった。ライフワークとしてカウンセリングを勉強していたことも幸いした。こ

の時に活かさないで何の為の学習か、実践するのは今しかないと自分に言い聞かせ、こころの空白を埋

め自己形成をはかるには、『今この時』に活動しないで、何時動けると活動場所を模索しました。組織に

しがみついていては思う存分活動できないと、自分を活かせる団体を求めました。

2.枠組みからの歩みだし

公務派遣が終わりに近づき活動場所を求めていた時、目に止まったのが大阪YWCAのこころのケア

ネットワークボランティア募集であり、いても立ってもおれず早々にアタックする。運良く芦屋に現地

本部があり果敢に訪問するが、責任者が不在で肩透かしにあうが、再度訪問し快く受け入れていただく。

はやる気持ちを抑えながら所定の手続きを済ませ活動の一歩が始まる。まさか今日までボランティア活

動するとは？ 驚異である。継続できたことすら不思議であるが、見えない不思議な魅力に取りつかれ

ていることは確かである。

たかちゃんのボランティア日記（日々の活動記録から抜粋）

0ライフライン復旧業務 (1/18-1 /19から 2/ 8 -2 /10)で通算で11日間従事する。

02/12-2/14（芦屋西山教会）

ボランティア前線基地（教会）の呼びベルを恐る恐る押す。中から何方か出てこられ快く迎えていた

だきホッとする。早速朝のミーティングに参加し、先輩女性と自転車で灘区へ向かう。道路の凹凸とア

ップダウンで何時パンクするか分からない悪路に閉口する。解体作業から発生するアスベストが心配で、

マスクを手に入れる。

初めての訪問はテント村である。ライフライン復旧作業中に芦屋市役所で訪問活動をしていたが、や

はり緊張するが、抵抗なく入ることが出来た。若い母親に子どもの退行現象について会話し、手にして

いたパンフレットを手渡す。次の訪問先は青陽養護学校である。対策本部で活動の了解を取り、先輩と

分かれ避難所に入っていく。足の踏み場も無いほどの混乱である。開ロ一番YWCA……と言っただけで
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宗教家に間違われ面接を拒否され嫌な思いになる。（この時期、いろんな宗教が入り込み、人の弱みにつ

け込む宗教は許せないと思ったのもこの時期である）

・ 59オの男性が、強引に私の手を引き話を聴いてほしいと寄って来る。九州から 7人出稼ぎに来て同じ

アパートに住み込み仲良く仕事していた。地震前日も鍋をつつき酒を酌み交わしたのに……と話された

後、絶句し泣き崩れる。私は何もできずただただ手を握るだけであった。アパートが崩壊し全員生き埋

めになった。自分は必死に明かりを求め 3時間後自力ではい上がり呆然としている所を助けてもらった

が、仲間6人と二度と会うことが出来ない。最年長の私が生き残り申し訳ない。田舎に帰ることもでき

ない。帰省しても仲間の家族に顔を会わすことができず、かける言葉もないと一気に吐き出される。余

りの悲劇に言葉を失ってしまい、ただただ頷くだけである（下手な慰めは支援に繋がらない）。ひたすら

傾聴するだけである。田舎に帰りたい気持ちと帰れない気持ちが交差し、何とも言えない気持ちを訴え

られる。私自身どこまで聴けたか……。感情を抑え抑えしながら話されていることが、痛いほど伝わっ

てくる。しかし、何の手助けもできない。初っぱなから凄い人と会い千尋の谷に突き落とされた気持ち

である。

・ 50歳の男性。一言ぶっきらぼうに、全壊でも半壊でも形が残っていれば、未だそこに我が家があると

思う。しかし、撤去されてしまうとこれで何もかも無くなったと淋しさがこみ上げてくる。

・活動後のふりかえりは心休まり楽しい一時である。互いに活動を褒めあい、励まし合うことが次につ

ながり仲間意識が生まれる（仲間との出会いが、ゆるやかなネットワークに繋がる）、感情．感動・感性

を出し合い共有することと新しい出会いの素晴らしさは、活動した者しか味わえないものである。

・姫路駅に下車するが足が地についていない。完全にハイ状態で自分を見失ってしまう。何事も無かっ

たように、平然と生活されている人を見て、苛立ちを感じるが……震災当初から温度差を感じる。リュ

ックを背負った震災ルックは私だけであるが何の抵抗もない。家路につき家内が『ご苦労さん』と言っ

てくれたことが一番嬉しかった。

02/24-2/25（第二回目）

・ニ回目となれば少し落ちついて活動が出来た。 JRが繋がっていないので代替えバスを乗り継ぎ3時間

で芦屋に着く （通常では50分）。参加するだけで疲れてしまう。

•平野小学校避難所で子ども達に絵を描いてもらう。倒れた家を描き、家の目から涙を出し早く直して

ねえと描いた女の子。真っ黒なクレヨンで阪神高速道路の転倒を描いた男の子。自動車、電柱、家が倒

れ黒クレヨン一色で描き上げた男の子。この子はよく父親とドライブに行っていたようである。子ども

は親の生活再建の忙しさに、いい子になり子どもらしさを隠し、内に秘めているこころをこのような形

で表現している。言語化できない子どもたちに支援を是非しなければならないと思った時期である（そ

れ以後、姫路の仮設住宅で子ども中心のイベントを数回実施する）。

・活動後のふりかえりで、行政に対する不平不満が報告される。私も何度も聴く、持っていき場所のな

い心の怒りを行政に向けられているようでもある。同じ仲間として耐えられない時もあった。

03/18-3/19（第三回目）

•新 1 年生の女の子が、地震で新しい机とランドセルを無くし、悲しみを母親に訴えるが、買えば済む

ことといって、駄々をこねている我が子を叱る母親（その現物が大切である）。ペットとか人形等大切な

ものを失った人は、肉親を亡くしたのと同じぐらい辛いことだと話すが理解してもらったか？ 退行現
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象について話される若い母親が目につく。

・ボランティア（欝病）のボランティアをする。辛い思いが共有出来ると活動に参加されるが、そう甘

くはない。一日中付き合いへとへとになる。あぁー疲れた。

•前進しているのか、バックしているのか分からないぐらいの急坂をあえぎながら六甲を登る。たどり

着いた所に 8名の避難者、地震後2ヵ月経っているのに風呂に入っていない。何故と尋ねると、『折角生

き延びた命を大切にしたい、もし湯冷めでもして肺炎になったら元も子もなくなる』と……。家に帰る

まで入らないと……前途を悲観して一つしかないいのちを絶つ人がいるが、老婆のように大切にしてほ

しい（訪問先の避難者が鉄道に飛び込み自殺する。一人の自殺者に対して10人の自殺未遂者と100人の自

殺願望者がいることを知る。以後の活動で願望者と正面から取り組みその事実と向き合う）。遠隔地でボ

ランティアの訪問がないらしく感謝の気持ちを身体一杯で伝えられ、感激する。

・退行現象の子どもとダンボール遊びをする。ダンボールが子どもにとって一番の安全な所である（無

邪気な子どもに関わり私がエネルギーをもらう）。

0 3/24-25（第四回）

・地震で倒れかかった芦屋川の桜に、一輪誇らしげに開花している。自然のたくましさを目の当たりに

し、被災者にもこころの春が訪れ、一輪のサクラの美しさが被災者にも届くよう願わずにおれない気持

ちになる。

・姫路に一時避難している生徒の担任教師と話す。繊細な子どもだから、転校先で打ち溶けて皆に可愛

がって貰っているか色々と心配されている。児童委員としで情報を収集し新学期に転校先の先生に伝え

ることとする（特別扱い？ に馴染むことが出来ず、市内の別の学校に転校する。姫路で美容院を開店

され生活再建が軌道に乗る。今も関わりを持っている。）。

．避難所に数人の警察官がいて、緊迫した空気が漂っている。 60過ぎの男性が酒を飲み凶器でポランテ

ィアを脅迫したらしい。長期の避難生活でイライラが募っているのだろう。ボランティアは明日撤退す

る事になっていた。最後に大変な土産をもらったものだ。年度変わりで各所でボランティアの撤退が始

まる。ボランティアが、引き潮のように一気に去ってしまう避難所がある。仮設住宅への転居が進むが、

始まったばかりである。全ての避難所が閉鎖になるには日時がかかる。その間の運営は住民自身で運営

される。自立が始まりつつある。

04/1-4/2 （第五回）

・00大学の避難所訪問をする。仮設住宅が当たらないと朝から中年男性が酒盛りをしている。ボラン

ティアさんも飲まんかといわれ飲むが周囲の住民が気になる。仕事がなく時間を持て余し気味、この頃

からアルコールに関する報道が多くなる。ボランティアとして程々にとか、酒害について話せる雰囲気

ではない（潜在的なアルコール依存症の方もいて社会問題化するが、ボランティアは社会資源に繋ぐ役

目である）。

. 3人の兄弟が体育館の中でしょんぼりしている。新学期を向かえ子どもの人数が少なくなる。何回も

訪問するが打ち解けない。無気カ・無表情で表情の変化がない。母親の理解もなく関わりが持てない。

親の目を盗みながら関わりを持つが、見つかっては連れ戻される。新学期を機会に無理して殆どの方が、

避難所を出ていかれる。生活再建で子どもの関心が薄れている（子どもの支援が忘れられている）。

・ボランティア活動に対して迷いが生じる。要援護者の『気持ちに添う』ことの難しさを日々体験する。
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気持ちに添うこととは、話が聴けることであり、相手の気持ちをくみ取り共有することと理解した。

04/6 姫路の仮設住宅で活動開始する記念する日である。話の切り出しができない。冷静さを装う

が緊張の連続で、ハイ状態のまま戸別訪問をしている。

仮設住宅での活動は初めてで、入居者は引っ越しの片付けと急激な環境の変化で、取りつく間もない

ほど緊張され、警戒されている。ボチボチ気長に活動していきたい。

04/15 神戸での活動は、今日から日帰りの定点訪問になる。

・ニ浪の青年と面接。地震で人生観が変わった。なるようにしかならない。じたばたした所で自分の思

うように行かないのが人生と開き直りである。希望が高かったが、来年は是非とも何処かに合格したい

と力強く伝えてくれた。来年の健闘を祈る。

．避難所の関心ごとは、仮設住宅の入居である。早く皆さんの行き先が決まればと思う毎日である。

04/29 ヤングママ（離婚）との面接。

・退行現象の子ども (3人）と関わり自分の事はすっかり忘れていたヤングママ。ふと気づいたとき身

体の不調に気づき病院へ行くと胃潰瘍と言われる。長期の避難生活でストレスもピークに達す（身体の

不調を訴えられる人が多くなる）。

05/20 休みを取り 2週間ぶりに参加する（一回休んでも気後れする）避難者が次々と仮設住宅へ転

居され避難所が閑散となる。寂しさが増してくる。取り残された人のイライラがボランティアに降りか

かる（ボランティアのストレス消化が問題である）。

05/21 日本テレビが私たちの活動を追いかける。初めての体験で緊張する。気になり活動が出来な

かった。良い経験をさせてもらった。インタビューでは、思ったことの半分も話せない。

05/22 初めて東灘のテント村へ行く。どんな人が避難されているのか、不安な気持ちで訪問する。

小さなテントに親子3人生活されている様子を見て、想像を絶する過酷な環境に閉口する。

05/25 姫路の仮設住宅で民生委員とチラシ（連絡先）を持って一軒一軒訪問する。老人の一人暮ら

しが気になる。目は虚ろな日、頻繁な訪問活動が必要である。

05/31 手持ち金が400円しかなく、今日の生活費がないと泣きつかれる。日銭が欲しいと言われたの

で知り合いの土建屋を紹介する。

06/12 担当の民生委員がパニックで『SOS』、話を聴くがバーンアウト寸前である。一人で何もかも

取り込まれ、疲れがピークに達している。（残念ながらバーンアウトされ委貝を辞任される）もう少し私

が、関わりを持って活動を分散すれば良かった。（残念である）委員の立場上秘守義務を守られ一人で関

わろうと無理された (2次被害者でる……これからも出てくると思う）。

06/13 神戸に帰りたいが交通費がないので2000円用立ててほしいと頼まれ貸す。後日返済してもら

ったが、返してくれないと一時でも人を疑ったことが残念です。活動中それ以後はお金を貸さないこと

にしたが……（気持ちだけであった。）

06/20 次々と入居者が入ってくる。右も左も分からず日常生活上の相談があり、的確にお知らせす

る。仮設住宅内の不陸整正をする（雨上がりの水たまり解消）。

06/27 アルコールを飲んで千鳥足の方が気になる。訪問をすると『いいちこ』を買いに行ってくれ

と頼まれるが断る。ビールを日に 6本飲んでいる人等々いろんな人が、アルコールで淋しさを癒してい

る。今後が気になる。
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07/9 姫路『こころのケア』ネットワーク正式発足する。発足会に20名のボランティアが参加する。

今後継続的に活動する事を確かめあい、活動方針を決める（当初から残っているメンバーは 3名のみ現

在の会員は20名である。活動を継続することは難しい事である）。

19オの子どもを亡くされた女性と面接中、急にフラッシュバックに陥られ、どう対応してよいか分か

らず、一瞬パニックになる。症状は知っていたが、体験したのは初めてである（その後度々症状が出

る）。

07 /15 大阪で活動報告会。初めてのことで緊張する。（以後東京その他で報告会・ボランティア講座・

仮設訪問の現状・災害時における心の心理等々について講演）ボランティア活動の中から吸収したもの

を皆さんとともに共有し共に考えるときである（活動実践を発表する機会が多く、楽しい一時である）。

自殺防止センターのチラシ（一人で悩まないで）を配付したり、棚付けの手伝いをする。

民生委員と協力し自治会設立への下準備をする（設立後継続的に支援をするが悩みの種である）。

『広報こうべ』の一括申込みの手続きを代行する。

07 /27 家の直ぐ前にゴミ集積場があり、悪臭で辛抱出来ないと訴えられる。行政に申し込むが、作

ったものは閉鎖できないと言われ頭にきている。この暑さで生ゴミの悪臭に悩まされノイローゼになる。

ボランティアと住民でゴミ集積場の変更をする（貧乏していても心まで貧乏していない、何故こんな仕

打ちにあわされる。と涙ながらに訴えられそれに答える）。

07 /29 ボランティア (7グループ）が協力して夏祭りをする（大変な賑わいである）。

07 /30 仮設で初めて死亡者が出る。自治会活動が軌道に乗っていないので協力してご会葬の手伝い

をする。

07 /31 保健所にお願いして、巡回健康診断をしてもらう。

自治会設立へ扮装する。

08/4 アルコール依存症患者（女性）を保護する。福祉関係者は人権とか何とか言って逃げてしま

い、仕方なく保健所・警察等々に連絡しながら保護していただくが、連絡から問題解決まで12時間もか

かり閉口する（以前民生委員として関わった経験が生かされる）。

08/7 仮設内で活動するボランティアのネットワーク化の準備をする。

08/13 長期間不在されていた方と会い一安心。留守にするときは、近所の人に連絡して外出してい

ただけないかと伝えるが、人と関わりたくない、話もしたくないと言われる。嫌がられるのであれば無

理して訪問する必要がないと思い、飛ばして戸別訪問活動する（その人が亡くなり、 27日間も発見出来

なかった。孤独死である。仮設住宅の孤独死が問題になりつつある）。マスコミはボランティアとしてど

うですかとインタビューされるが、どう答えていいのか分からない。只残念で自責の念の一言である。

ボランティアに責任が有るのかとも思う。

08/21 他のボランティアが撤退し寂しくなる。入居者が一段落して学生が引き上げる。

08/23 水道水が神戸に比べ美味しくないと言われる。馴染んでいただくまで時間が必要である。

08/29 被災者復興支援会議『いどばた会議』を企画開催する。住民の思いが一気に爆発する。

09/9 仮設住宅の一言『好き好んで姫路に来ているのではない、神戸市内に収容場所がないから行

政に協力し仕方なく、渋々来ているのだ。友達が島流しにあったようなものだと言っている』

09/15 仮設住宅で初めてイベントをする。国産最高級の肉を使い、焼き肉パーティー (100人分）を
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実施する。ボランティア仲間の結束と顔を売り込む。大成功である（企画書を入念に作ったが、慣れる

に従い、アバウトになって行くが結果的にその方が旨く行く）。

09/17 仲間から電話が入り、戸別訪問で『死にたい』『身寄りがない』『仕事がない』『死ぬことは怖

くない』『死んだら瀬戸内海に遺骨をまいて』と言われ落ち込んでいるボランティアがいると聞き、ボラ

ンティアのケアをする（ボランティアの電話相談に乗ることが多くなる）自分自身のケアも必要になり

つつある。

09/24 二回目の焼き肉パーティー後、ボランティア団体のトラブルに巻き込まれる。活動の縄張り

とか色々と他の団体の軋礫に悩む（活動が安定すれば周囲を見渡し各団体間の中傷が生まれる。誰のた

めのボランティアかフィードバックする機会である）。

010/2 精神弱者が隣近所に迷惑をかけ、強制的に保護をしていただく （欝病とアルコール依存症・

共生の時代といわれるが、こころを傷めている人には受け入れにくい環境である、今後が心配である）。

010/3 福祉の街づくりで実践発表する。（約800人参加）報告会やマスコミに取り上げられるとプレ

ッシャーがかかる。活動のエネルギーにしていきたい。

010/4 初めて仮設支援連絡会（被災地で活動する NGO団体）に出席する（情報の収集と団体間のネ

ットワークが必要になる）。

010/7 市内 2ヵ所でふれあいセンターが開所する。今後はふれあいセンターを中心に活動が始まる。

運営費の使途によって問題が生じないよう、運営協議会にボランティアも参加させるべきだと窓口の社

会福祉協議会に申し込むが受け入れられず残念（他所で使い込みとか不鮮明とか問題が生じる。マスコ

ミで話題になるたびに、市内の仮設でも役貝と住民がトラブルことがしばしば起きる。ボランティア団

体も参加すべきだったと思う）。

010/14-15 子どものふれあいキャンプに参加する（この頃から言語化できない子どものケアが問題

になりつつある）。

010/18 安否の確認が取れないと連絡があり、民生委員と警察官立会いで確認をする。（入居者が病気

入院中であった。住民間でも確認が取れないコミュニティがまだまだ発達していない。この頃から仮設

内での孤独死が問題になる (7~ 8月も発見出来なかった事例もある。 121人を越える孤独死が出てい

る）。

010/25 活動が日常的になり疲れが気になる。活動すればするほど不思議な魅力に取りつかれる。最

大の課題は、援護者と要援護者との距離間の取り方である（この頃から気づきがあったが、結果的には

依存をさせる羽目になり、離脱するのに苦労する。距離間の取り方は各人各様であるが、力量の範囲で

取ることである。言葉で理解できても実践では難しい。居心地がよくなり、深入りしすぎ結果的には依

存させてしまう。まさに共依存に陥りやすい）。

010/27 復興住宅の募集が始まるが、家賃が高額で応募者はない。

010/28 住宅内で赤ちゃんの置き去り事件が生じる。夫婦間のストレスが子どもの虐待になる。

ベニヤ板一枚では、プライバシーが確保できず、隣人とのトラブルが絶えない（隣のいびきが聞こえ

る。勿論電話の話などは筒抜けである）。

011/3 イベントチラシを勝手に部屋に入れたと、くってかかられる。住民のイライラが残っている

（活動なんか嫌と思うことがしばしば生じる。その度に活動の原点に帰り気を取り直す）。
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災害ボランティアに参加して

011/5 神戸のボランティア団体と大イベント (300人分の炊き出しとバザー等）をする。ネットワー

クの必要性を再確認する。

住民に、ボランティア仲間のケアが必要だと言われ気づかなかった自分にショック（課題を持った人

で、活動休暇を伝えるが後味の悪いことが暫くのあいだあった）。

011/8 新聞社から遠隔地仮設から明るい話題を報道したいと協力依頼あり、協力する事にする。

011/12 被災児童 (5人）を連れハイキングに行く。何もかも束縛される団地内から自然の中で一時

でも自由に、子どもらしく伸び伸びと子どもらしく活動してくれた。

今後も姫路市内に仮設住宅があるかぎり活動を続ける。

被災地では、復興住宅住民と旧住民との新しい街づくりが始まりつつある。復興住宅ができ人が行き

来する街になってはじめて、復旧から復興への歩みの始まりと思う。器だけの建築物が乱立しても、こ

ころの復興は始まらない。山手は山手らしい街づくり、下町は下町らしい匂いのする街づくりを被災住

民のニーズを十分に取り入れた街づくりを進めてほしい。社会的弱者と日々接した私の気持ちである。

以後の活動記録は、紙面の関係上割愛します。

3. おわりにあたり

ボランティアには三段階あり、先ずあたえられた仕事を責任を持ってやり遂げる。二つ目は創意工夫

して活動する。三つ目は仲間を募りグループを組織立てる事だと思う。地震後の 2年間を振り返って見

るに、私たちボランティアグループは、勢いで見境もなく一気に上りつめ地盤・組織も未整備で、活動

資金も不足しております。しかし、住民ニーズは増加の一途で、辞めるわけにはいきません。エネルギ

ーが続くかぎり活動していきます。山積する課題は色々ありますが、良き仲間と一つ一つ問題解決に努

め質の向上を図ることによって、ボランティアの自已形成に繋がって行く。

大阪YWCA『こころのケアネットワーク』に参加し、素晴らしい仲間の出会いと、量り知れぬ体験と

実践をさせていただきました。非常の緊急事態であるが、ボランティア研修に特に力を入れていただき、

人間関係と人間理解、活動後の振り返りの必要性を繰り返し繰り返し教えていただきました。

今後ボランティアを養成し、育てて行くことがリーダーの使命と思っております。震災当初から 3月

まで全国各地から若者を中心に150万人のボランティアが参加し、ボランティア元年とマスコミは、はや

し立てました。しかし、振り返ってみるに、ボランティア 2年に繋がっているか疑問である。夏休みに

は、多数の仲間がUターンしてくれると受入れ体制を整えたが、期待を裏切られる結果となる。何故帰

ってこなかったか、検証しなければならない。一つには、活動後のデイブリーフィングが無かったと思

う。先ず活動の意義を考えそれを表現する事から、活動を分析·計画・行動・評価•お祝いをすること

が継続に繋がると思う。全てに通じることであるが、特にボランティア活動で、活動実現する過程で関

わった全ての人を巻き込み一人一人の活動を認め、全員で達成できたことを評価し、各人に感謝の気持

ちを表すことである。組織の柔軟さ（条件さえ整えば誰でも参加出来る）、グループワークでの仲間意

識、自已成長、たえずボランティアの質の向上を図るため研修会を実施し、活動の中からオーガナイズ

を学び取る組織作りが大切である。

新たな人との出会いでネットワークが出来上がってきました。その中から知りえた物の大きさは、今

後私がライフワークとして活動していく上で計り知れない財産となって行くでしょう。財産を蓄えるだ
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けでなく、今後地域で如何に活かしていくかが問題である。

継続活動の難しさも知りました。私たちグループも当初から活動している仲間は二人しか残っており

ません。長期に関わっていくには、解決しなければならない問題が山精しております。家族の理解、職

場の理解、資金的なこと、それ以上に何故自分がボランティアをしているのか、活動の価値観をしっか

りと認識しておかないと潰れてしまう。個性溢れる社会であるが、個という自分を確立しておかないと

外敵に流されることがある。活動していることが変わり者、そんな事をする間があれば……他にするこ

とがないのか、と社会の目は、ボランティア活動に対して冷たい。一昨年はボランティア元年と言われ

たが、果たして 2年はあるのか疑問である。世間の目を気にしながら活動していくには、並々ならぬ意

志が必要である。温かい見守りがあればどれだけ勇気づけられるか。当初から参加している27オの主婦

は2歳の子どもの手を引きながら、自分のペースで無理なく活動を継続している。勿論休日のイベント

は家族で参加してくれる。まさにボランティアの鏡である。自分の鏡を曇らせないように生きていくこ

との素晴らしさを、彼女から学ぶことがしばしばあります。活動したいが、障害があると言っている人

は活動が出来ないと思います。ローマの諺で『暇のないのは、奴隷だけである』と言われる。

要は、気持ちの問題であり、参加する勇気だと思う。最初は戸惑いもありますが、案外仲間が温かく

迎えてくれると思う。気持ちの持ち方一つで自分を活性化できる場所があります。将来の高齢化社会で

は、相互扶助のボランティアが社会を支える基盤になります。そのためにも是非手短な所で活動しては

しい。退職後のライフワークは退職後に考えるのではなく、気がついたときから取り組まなければなら

ない。ライフワークが生きがいでありたい。それも楽しみながら社会貢献できる内容であれば素晴らし

いことだと思う。

本年度の人事院勧告にボランティア休暇の導入がありました。〔勧告抜粋〕

ボランティア休暇の導入

ボランティア活動については、阪神・淡路大震災を景気としてその意義、必要性についての認識が社

会一般に浸透するとともに、高齢社会に対応するための多様な活動の一つとしてその重要性が認識され、

各方面からその活動を支援していくことの必要性が打ち出されている。

ボランティア活動は、行政や民間部門等の活動と相互に協力していく中で、今後社会的に重要な役割

を担うものとの認識が広まってきている。職員がボランティア活動に参加することは、行政とは異なる

側面から市民生活に触れることとなるなど、視野を広め、ひいては行政面でもより良い効果をもたらす

ものと考えられる。

本院としては、このような状況を踏まえ、人事行政の側面からもボランティア活動を支援していくこ

とが適当と認め、これに参加しやすくするためのきっかけとなるものとして、職員がボランティア活動

に参加する場合に取得できる休暇を設けることとしたい。……と勧告されている。

私がボランティア活動の中で、不思議な魅力に取りつかれ活動の醍醐味を味わっていることは、職場

では味わえない「人との出会い」「自己責任の中での自由な創意工夫」「（組織（オーガナイズ）を組み立

てる楽しさ」「無報酬で働く喜び」「専門家との繋がり」等々数えきれない要因でボランティアホリック

に取りつかれている。

息長く継続活動することの必要さは理解できても、住民のニーズ量の多大さでどうしても無理してし

まいます。自覚症状と仲間のアドバイスで救われることがしばしばある。公務員として組織に縛られず、
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外から組織を見つめる機会に恵まれたことに感謝しております。

市民の生の声を聞き、行政に対する不平不満の多さにただただ驚くばかりである。行政の枠組みでは、

みいだすことのできない事項が沢山あります。

公務貝のペルソナを被り自己防衛するよりも、自由な発想で自已表現できる場所があれば、人生を有

意義に送ることができ、自己成長の中から社会貢献出来る。活動そのものが楽しみであり、生きがいで

有りたい。

ボランティア活動が、ライフワークになれば素晴らしいことである。まだまだ未熟な団体であるが、

急がず慌てず高齢化社会に対応できる、地域福祉ボランティアグループに育てていきたい。

最後になりましたが、震災に遭い一日も早い生活再建を願いながら、 2年近く不自由な暮らしを強い

られている被災者の恒久住宅への入居が急務である。都市基盤の復興に比べ、生活再建は遅れている。

就労の機会に恵まれず仕事の確保も容易ではない。仮設住宅での孤独死も130人を越えている。私たちボ

ランティアのできることは限りがあります。遠隔地仮設（姫路）は、今後復興住宅の入居が進むに連れ

徐々に解消されていくが、被災地では今後も長期的に仮設住宅は存続すると思う。新たに誕生する復興

住宅での生活がスタートする。下町で長年生活された人が、高層住宅の孤独感に耐えることができるだ

ろうか、高齢者の支援は万全か、経済再建は出来るだろうか心配は尽きない。真の生活再建は官民一体

で長期な関わりが必要である。震災に遭ったことは運が悪かったの一言では済まされない。日本のどこ

にいても『明日は我が身』の問題として捉え、風化させることなく心の片隅に1995年 1月17日午前5時

46分の阪神淡路大震災を留めてほしい。

全国からかけつけていただいたボランティアの皆さん本当に有り難うございました。兵庫県民の一員

として感謝の気持ちを忘れることはありません。
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1. はじめに

(2)芦屋市への長期派遣を終えて

横浜市水道局南部配水管理所

渋谷和雄

平成7年 1月17日早朝に発生した阪神・淡路大震災は、死者6,400人余りを出し、我々が今までに考え

ていた以上の大きな被害を与えた。水道施設においても未曾有の被害を受け、兵庫県の南部地域を中心

に断水が発生し、生活用水はもちろん大火災の消化に支障を及ばすなど社会生活への影響を与え、国民

に水道施設の重要性を痛感させた。

大震災の当日から、横浜市は被災地の一つである神戸市に、応急給水や消化活動、人命救助などの目

的で水道局及び消防局などの職貝を派遣した。水道局は、 3月中旬まで引き続き職貝を増貝派遣し、神

戸市内の早期給水再会に向け協力を行ったが、このような中で、私は震災2ヵ月後に、神戸市長田区の

水道未復旧地区に応急復旧作業の一員として 1週間余り参加した。派遣前の印象は、事前に震災被害の

復旧状況をテレビなどの報道により見聞きすると共に、派遣された職員より水道施設の被害及び復旧状

況が入っていたこと、公共交通機関が大部分開通し神戸市には横浜から半日程度で行くことが出来たこ

とから、不安なく現地に向かった。そして現地では、大震災の被害状況と水道が出ない不自由な市民生

活を自分自身の目で見ることにより、水道施設の早期復旧の必要性を強く感じて無我夢中で復旧作業を

行った。

芦屋市への長期派遣は、神戸市への派遣1か月後の 4月であった。芦屋市も、徐々に復旧しているこ

とを新聞やテレビの報道により聞いていたが、水道施設の復旧状況についてば情報が少なく、また、ど

のような業務を手伝うのか不安な気持ちで現地に向かった。今回は、私が1年間の芦屋市水道部で応援

を行った中での体験や感想を記述する。

2.震災による被害状況

芦屋市の主な被害状況は、 JR芦屋駅付近及び三条町の一部が震度7を記録したことから、死者429人

（平成7年10月30日現在）建物の全壊4,722棟（平成7年9月30日現在）であった。また、道路の被害は

全市の26%、橋梁の被害は12ヵ所（全橋梁数81ヵ所）に上った。

水道の被害状況は、震災直後に全市が断水となる壊滅的な状況となったが、主な被害状況は以下の通

りであった。

(1)取水・導水施設は、奥山貯水池の本堤が数ヵ所崩壊や破損するほか、取水塔が傾斜する被害を受け

た。また、奥山取水口は、岩石の崩落により全壊したため、取水不能となった。この他、導水施設は、

一部に法面崩壊により管路が露出したり、管路にクラックが入る被害を受けた。

(2)浄水施設は、調整池、着水井、沈殿池、ろ過池などの側壁や床版全体に、クラックが入る被害を受

-165-



芦屋市の建物被害状況

桑芦r;r,．□心e-<, ．fi <• ;. f (9 %.f;/ゃ．
,人 )，，，./-1,¢ •召，＇？＼ヽ·，，‘ ./ ＼、1』、 9
， （｛ t濤 ダマ8
fげ嘩 ミ`翠加炉 ＼＼ 曾`夕尺 年、ゞ ＼ぶ〗
応ジ＊ャぶも：：・む予ぇ充鷺忍.(i.̀
'没況：•シベ慮•i臼記'...鸞＼、他、が．、（、V切 疇 、し匁．＼迄；”7'1 -.. ` oんパ 、 ＇ g父ミぐ 9̀ ,．, 
ふ蒻圧年り．¥疇ヽ で翠'¢.::tt'¥ 、¥‘'ぷ孔・̀ 臼‘，必谷¥.

' ··: 芦—’`A令ン

（、加'Tい合必糾 J‘‘̀t込＇．
9;r 4べ‘:x

、； ＼、iしの'9 .:-

-- ; 、t,i：戸奈・’ ¥｀ .、＇-＇.-iや・¥‘'迅
1バ＼ツ 13' ） ，‘‘g ` :・ヽ＼',::,心丸年；；

，ヽ，'¥を→ぶ，＼ ；＾り；•-，，，ヽ
¥ { ‘)必・ミ、t』 “̀ I、 ゜・?: 't~,~~~;i~、9.・・,`ヽtY..  - 冨•一
•. i ` と、，＇；f と•”'へ‘”噴‘:t;:； 

i ：：lit!. “＇ 竺只やざ、 I‘ ’ •
”・‘..輩攣
纏麟嘉會．羅b.

：吋^喜屯悶躙翠四濾鰯忍 ←、豆‘―
阪神'11,_!I'

--—且＾~1iF

凡 例

■
ロ
・

全壊

半 壊

その他
一部損壊

・・・:・,. 
:~ J 9、n• . ' 

出典元 芦屋市
芦屋市の建物被害状況

-166-



芦屋市への長期派遣を終えて

けたことから、これらの場所から漏水が発生した。また、管路についても破損による漏水が発生したた

め使用が出米ない状況となった。

(3)送・配水管及び給水管は、ポンプ場や配水池のコンクリート構造物にクラックが発生したことによ

る漏水や震災のため、一部の石積みや法枠の沈下・陥没が発生した。管路については、全市で破損や折

損が発生し、特に JR線から国道43号線の間や六甲山の山麓にある三条町近辺や海岸付近の浜芦屋地区

が大きな被害を受けた。

3.応援復旧体制

水道部への応援は、私を含め 2都市の職員が参加しての災害復1日の支援業務であった。最初の支援業

務は、裳災当時に他都市の水道事業体や企業の協力により応急復1日された工事に係わる費用算出であっ

た。この業務は、応急復旧を行う際に、記録された工事日報と工事写真から被害状況、工事範囲、工事

内容（配管材料、配管延長）を把握し設計・積算を行った。復旧のための工事規模は、配管延長が平均

して 2mから 3mと小規模であったが、工事件数は約2,000件と膨大な件数となり、手間のかかる業務

となった。業務の中で苦労したことは、応急復旧された工事に係る費用が災害復旧費として国庫補助対

象となることから、審査資料として、応急復旧工事費算出の基礎資料として使用されるので、統一した

書類を作成する必要があったことである。工事日報や工事写真は、応援に来た水道事業体によって作成

及び撮影方法に違いがあり、さらに同一事業体内でも、作業をする班によって作成方法に違いがあるな

ど整理するのに、人貝や時間が多量に必要となった。災害復旧の書類作成方法については、被災地職員

の作業量の軽減や効率化を考えると、全国で統一されたマニュアルの作成が望まれる。

4.震災復興にあたって

私の支援業務は、震災復興工事の発注に先立ち、主に「阪神・淡路大震災に係る災害復1日費調査要領」

に基づく査定用設計書及び実施設計書を作成することであった。

水道施設の復旧状況は、応急復旧工事が進むにつれ震災復興に主力が注がれる状況になった。復興工

事の設計にあたって対応した主な内容を挙げると、①震災時に大きな被害を受けた地域や地形・地盤が

変動した地区の水道施設は、既設管を移設した後、本復旧に着手することとしたことから、震災前の地

形図や既設配水管系統図と震災後の被害資料及び写真を基に工事区間を決定した。②被災箇所の多い地

区では、道路の舗装状況が仮復1日であったり、地割れの跡がまだ残り段差が付いていたり道路形態がず

れてた状況であったことから、布設替え工事については、震災前の舗装種別の調査や最新の地下埋設物

の状況を調査し布設位置を決定した。③道路形態は震災前のように復旧することを道路管理者から指示

があったことから、震災前の道路地図を基にすると共に、道路崩壊部については、改修工事の際施工さ

れるであろう杭基礎の位置を考慮するほか、他企業が計画するルートをも考慮した。④現状の被害状況

や将来の状況を見込み、伸縮性、可撓性及び離脱防止機能を有する配管材料の使用や安定給水確保の

点から、布設長を伸ばしたり、布設管の増径を盛り込んだ。⑤安定給水確保のための増径及び管網整備

に係る工事案件及び、給水管及び給水装置などについては査定対象外とした。

以上の内容を基にして、実施工事に関する設計図書及び、国の査定に使用する設計書の 2種類を作成

した。査定に使用する設計書は、「原形に復旧する」という基本方針から、実施設計用の図面に震災状況
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芦屋市への長期派遣を終えて

が確認できる写真を添付したはか、地盤崩壊がある場合は、図面上で崩壊位置が確認出来るよう表示し

た。そのうえ、査定対象以外の工事内容は実施設計図書から除く必要があり、ほぼ同様な作業を 2回繰

り返す状況となった。このため、災害復興事業に係る職員は、常に繁雑な思いにさせられ、多くの時間

と職貝数が必要となることを痛感した。

5.水道施設の復興状況

(1) 取水、導水施設

最初に驚かされたのは、取水施設の一つである取水口が震災により大きな被害を受けた状況を見たと

きであった。取水口は、対岸の崖崩れにより施設全体が岩石により埋まり、使用不能の状態となってお

り、地震の恐ろしさを再認識させられた。このため、既設の取水口は年単位での復興が出来ない状況と

考えられたことから、既設取水口より上流にある、旧取水口を仮補修して使用を開始した。なお、岩石

に埋まった取水口は、震災から半年以上経っても崖の崩壊が続いており、復興工事が開始できない状況

であったが、平成8年2月頃より、取水口の上流に落下した岩石の除去作業に着手した。

(2)浄水施設

浄水施設では、奥山浄水場の緩速ろ過池において、震災の際に出来たクラックにより、全てのろ過池

から漏水が発生した。このため、浄水処理施設の早急な復旧を目的に、比較的漏水量の少ない 2池のク

ラック部にモルタルを注入する工法により応急修繕を行い浄水ろ過を再開した。なお、緩速ろ過池の本

復旧は、クラックが大きく入っていた底版のコンクリート部を取壊し、新たに鉄筋コンクリートにて造

り直すと共に、側壁は、クラック部分の防水モルタルを削り、防水モルタルを再塗装した後、ろ過池内

面全体にエポキシ樹脂ライニングを塗布し防水効果を高めた。

しかしながら、ろ過池の復興に際しては、被害状況及び緊急補修工事の内容を考えた場合、新規にろ

過池を造り直すことが最良であると考えられた。そのためには、工事に必要な資金確保と工事期間中の

代替施設などを完備することが必要であると思われた。以上の点から、重要施設を築造する場合は、震

災時に備え地盤及び地形状況や施設の余裕率などを検討することも必要と考えられる。又、相互連絡管

の整備なども充実することが安定給水の強化につながると感じた。

主な水道施設復興事業案件名

事 業 案 件 名 内 容

三条町地内配水管 S II形ダクタイル鋳鉄管</>1 5 0 mmを

災害復旧工事（その 1) 約 18 0 m布設。

三条町地内配水管 S II形ダクタイル鋳鉄管 </>10 0 mmを

災害復旧工事（その 2) 約 180m布設。

浜風町地内 S形ダクタイル鋳鉄管 <p5 0 0 mmを

送水管災害復旧工事 約 370m布設。

松ノ内町地内 JR横断 JR跨線橋に SII形ダクタイル鋳鉄管

配水管災害復旧工事 <f, 3 fJ O mmを約 12 0 m添架及ぴ布設。
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(3)配水施設

配水管の復興については、水道部隼独で施工できるエ区についてのみ工事を開始した。しかし、六甲

山の麗では一部地域でいまだに地盤変動があることや、他のライフライン企業との調整が必要な地域に

ついては復興工事に苅手できない状況であった。今後は、道路笠理者及び他のライフライン企業とのエ

程調整を十分行い、復興工事に早期に滸手し、市民サービスの向上と安定給水の強化に努めることが必

要と思われる。
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芦屋市への長期派造を終えて

6.市街地の復興状況

私が芦屋市に着任した時点では、震災で大きな被害を受けた家屋が一部地域を除いて、震災当時の状

態のままで放置され、この状況は夏頃まで続いた。夏が過ぎた頃から、市内の各所で全・半壊した家屋

が解体される風景を見ることが出来ると共に、その跡地が更地となり、市街地内に突如として大きな広

場が出現した。

一般的に、更地部については、新築する風景が見られるが、都市整備に指定された地域は、地区全体

での道路整備や建物の建ぺい率の変更などが原因し、個人の判断で新築することが許可されないことか

ら、プレハブ住宅やコンテナを利用した仮設住宅の建設が目につくようになった。芦屋市庁舎について

も、震災で半壊という大きな被害を受けたことから、大部分の部署が、他の場所に建築されたプレハブ

建物の中で業務を行う状況となっていた。私の派遣期間が終了した平成 8年3月頃になると、住宅地で

は、一部で家屋解体が残っているものの、徐々にであるが新築家屋が建ち始めた。しかし、 JR芦屋駅周

辺や都市整備指定地区については、建設の動きが見られなかった。

7. あとがき

大震災の巨大な力により破壊された市街地を見るたび、私は、地震に対する恐怖と、自然界の中に造

られた構造物の脆弱さか強く印象に残ると共に、震災後1年以上経過しても復旧に取りかかることが出

来ない状況が、いかに自然界とうまくつきあって行かなければならないかを痛感させられた。現在、我

が国は地震の活動期に入っているとの学識経験者の報告の通り、各地で中規模の地震が発生している。

このため、阪神・淡路大震災のような被害の発生を受けないよう各水道事業体は、施設の耐震補強や耐

震管の整備などいわゆるハード面の整備が急がれる。また、応急給水の確保のための循環式地下貯水槽

の設置、応急給水体制の確保、復1日方法等の考え方を整理するなどソフト面の整備を急ぐことも必要と

考える。現在、水道協会が水道施設耐震工法指針・解説を改訂中と聞く。改訂内容には阪神・淡路大震

災を教訓とし、新しい時代の水道施設を強く意識した内容とも聞いている。この改訂版の早期出版が待

たれるところである。この他、震災などの災害復旧に係る補助基準については、応急復旧や災害復興の

項で述べたように、補助金の算出基準の見直しを行い、水道事業体から災害復興などに支出する財政負

担の軽減を要望したい。

プライベートの面でいえば、宿舎で2人から 3人が同室で生活したため、プライバシーが守りにくか

ったことが思い出される。震災直後であり贅沢のことと思うが、長期にわたる派遣については、ある程

度プライバシーの保護についても配慮することも必要と思われる。

最後に、私の派遣受入先であった、芦屋市職員の皆様に対し心より感謝すると共に、芦屋市市民の皆

さんには、早く復興事業が完了し震災前の市民生活に戻ることを願います。

ガンバレ 芦屋市！
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No.25 阪神・淡路大震災の支援活動 軋⑲厚り水水生道道省管水管路技路逍術整技セ術備ン課セターン会タ員ー関係協会／団体 1,400 ー厚生省の現地情報収集・支援調整及び民間からの支援活動の記録一

No.26 阪神・淡路大震災と水道 阪神援・淡路事大震災被災体 ・ 2,300 一被害状況・総括・復旧工法・水運用など一 支水道業体／団

財団法人水道技術研究センター 〒105東京都港区虎ノ門 2-8-1 虎ノ門電気ビル
電話03(3597)0211四FAX03 (3597) 0215 

唸本書のご注文は、直接当センターヘお申し込みください。
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